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序 言

脾臟剔出 ガ從來實驗病理學 上興味ヲ以テ迎ヘラルル所以ノモノハ,一 ハ網状内皮細胞ヲ藏ス

ル爾餘 ノ諸臟器,ノ 例ヘバ肝臟,骨 髓,淋 巴腺等ニ於テ組織的竝ニ機能的代償ノ營マルルコ ト

ト,一 ハ脾臟剔出後往々腹膜 ニ於テ脾樣組織ヲ有スル一種ノ新生物 ノ發見セラルルニ在 り.

第一ノ問題ニ關 シテハ曩ニ濱崎及 ビ早川 ハ白鼠ニ於テ脾臟剔出ヲ行 ヒ,大 網乳斑 ニ於ケル變

化ヲ檢セシニ,其 網状内皮細胞ニ於テ脾臟ノ組織的竝 ニ機能的代償ノ甚ダ著明ニ營マルルヲ確

認 セリ.

次ニ第二 ノ間題ニ關 シ,斯 ノ如 ク組織的竝ニ生物學的ニ脾臟 ニ酷似 スル大網乳斑ガ脾臟剔出

後特發性ニ新生セラルル脾樣組織(Splenoide nach Stubenrauch)或 ハ脾臟組織 ノ腹腔内播種

ニヨリテ生ズル類似ノ新生物(Milzahnliche Gebilde nach Kreuter)ノ 發生ニ際 シテ何等カ

ノ關係ヲ示 スヤ否ヤハ必然的ニ誘起サルル疑問ナリ.然 レドモ從來大網 乳斑ナルモノハ常ニ等

閑視サレタルガタメ,該 脾樣組織ノ研究 ニ當 リテ乳斑 ノ變化 ヲ顧慮セルモノハ殆 ドナク,余 等

ノ寡開ヲ以テスレバEggersガ 僅 ノ記載 ヲ殘セルニ過ギズ.

本論ニ入ルニ先キ立 チ脾樣組織ナル名稱 ニ關 シテ一言スルノ要アリ.
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從來我國ニ於テハ脾臟剔出後ニ肝臟,淋 巴腺,骨 髓,腎 臟等ニ現ルル異常細胞竈ハ一定ノ名稱ナク,或 ハ

脾樣組織 ト云ヒ,或 ハ淋巴腫,或 ハ肝臟ニ於ケル脾組織,賢 臟 ニ於ケル脾組織等 ト呼バレタリ.脾 臟剔出後

腹膜ニ於テ往々發見サルル脾臟樣ノ組織ヲ有スル新生物モ亦所謂脾樣組織新生物(竹 下加吉氏)或 ハ脾樣組

織(龜 岡長一氏)ト 認載サ レタリ.

然 レドモ肝腎等ニ現ルル該異常細胞竈ハ或場合ハ限局性ニシテ 主 トシテ網状内皮細胞ヨリナルコトアリ

又主 トシテ淋巴性細胞ヨリナルコトアリ,或場合ニハ斯 カル細胞ノ瀰漫性浸潤ナルコトア リ.而 シテ毛細血

管 トノ關係ガ脾臟組織 ノ夫レト類似スル場合ハ寧 ロ稀有ニ屬ス.從 ヒテ斯カル異常細胞竈ヲ呼ブニ 「脾樣」

ナル言葉 ヲ用ユルハ甚ダ面白カラズ,宜 シク剔脾反應組織 ト呼ブニ如カズ.

又脾臟剔出後腹膜ニ現ルル新生物ハ脾臟組織 ト甚ダ類似セル組織ヲ有スルヲ以テ,之 ヲ呼ブニ所謂「スプ

レノイーデ」(Sog, Splenoide)或 ハ脾樣形成物,又 其組織ヲ指示スル場合ハ脾樣組織 トナスガ適當ナリ.本

論文ニ於テハ上記ノ名稱ヲ用 ヒ以テ兩者ノ混同ヲ避ケタリ.

1.實 驗 材 料 竝 ニ 實 驗 方 法

實驗動物ニハ白鼠ヲ用ヒ,可 及的幼若ナルモノ(體 重45-95g)ヲ 選擇セ リ.其 理由ニ關シテハ濱崎及ビ

早川ノ 「脾臟剔出ノ大網乳斑ニ及ボス影響」ニ於テ論ゼシ所ナルヲ以テ此處ニハ省略ス.其 他尚ホ老獸(體

重180-260g)ヲ モ比較對照 ノ目的ヲ以テ使用セリ.「エーテル」麻醉ノ下ニ法ノ如 ク開腹術ヲ施シ,脾 臟ノ

剔出 ヲ行ヒ直チニ其脾臟ノ薄片(重 量約0.05g)ヲ トリ之ヲ微温 ノ生理的食鹽水中ニテ血液ヲ充分壓出シタ

ル後,更 ニ之ヲ刀ヲ以テ細切シ粥状 トナシタルモノヲ剔脾サレタル該動物 ノ大網ノ前面ニ平等ニ塗布シタ

ル後,腹 壁ヲ縫合セリ.

對照動物ニ於テハ(1)開 腹 ノ後脾臟ノ下端ヲ太キ糸ヲ以テ絞結シ實驗動物ニ於ケルト略ボ同重量ノ脾組

織ヲ得,上 記 ト同樣ノ方法ニテ播種セルモノト(2)單 ニ開腹 セル動物ニ實驗動物ヨリ剔出サレタル新鮮ナ

ル脾臟組織ヲ同樣ニシテ播種セルモノトニ就キテ檢セリ.

幼若實驗動物ハ手術後24時 間 ヨリ100日 ニ至ル迄24例,其 對照12例 ヲ使用シ,老 實驗動物ハ3-200日

ニ至ル11例,其 對照3例 ヲ使用セ リ(別 表參照).

被手術動物ハ總テ手術前ト同樣ノ普通食ヲ以テ飼養シ絶エズ其健康状態ニ注意セリ.

組織的檢査ニ當 リテハ總テ「ホルマリン」固定ヲ行ヒ,「バラフイン」連續切片竝ニ「チエロイヂン」切片 ヲ

製作シ「ヘマトキシリン,エ オジン」染色, Perls氏 ノ「ベル リン」青反應及ビGiemsa氏 染色法ヲ施 シテ檢索

セ リ.

2.實 驗 動 物 ノ 健 康 状 態

白鼠殊ニ幼若ナルモノニ剔脾手術ヲ施ス時ハ死亡率甚ダ高ク從來ノ交獻ニ徴スルモ, Lepehne氏 ハ19例

ノ手術動物中10例(約52.6%),西 川及ビ高木氏ハ24例 中12例(50%),宇 野氏ハ34例 中16例(約47%),

 Lauda氏 ハ73例 中35例(約48%),濱 崎及ビ早川ハ30例 中14例(約46.7%)ノ 死亡アリ.即 チ之ヲ平均ス

ルニ被手術動物ハ約49%ノ 死亡率ヲ示セルヲ見ル.而 シテ其大多數ハ手術後3週 以内ニ死亡セリ.既 ニ濱

崎及ビ早川ガ報告セルガ如 ク之等死亡例ノ經過 ヲ見 ルニ大體二型ニ分類 スルコトヲ得.一 ハ突然出現スル
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(備考)

R. E.=Reticuloendothelien.

E. P.=Erythropoese.

K.=對 照
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大=半 米粒大以上中
=半 米粒大乃至粟粒火

小=粟 粒大以下
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甚ダ高度 ノ貧血ニシテ,動 物ハ數時間前迄ハ全 ク外見上異常ナカリシモノガ速ニ元氣ヲ失 ヒ,眼 底,所 々ノ

粘膜,耳 翼等ハ著明ナル貧血ヲ呈シ一兩日ニシテ死 ノ轉歸ヲトル.第 二型ハ徐々ニ高マル羸痩及ビ貧血ヲ以

テ死亡ス.

然 ル ニ 今囘余等 ノ行 ヘル剔脾白鼠大網 内脾組織 自家移植 實驗 ニ於 テ ハ幼 若實驗動物24例 中

僅 ニ2例(手 術後9及10日)ノ 死亡 ヲ出 セルノ ミ.而 シテ對 照動物 モ亦12例 中1例 ノ死亡例 ヲ

出 セ リ.死 亡例 ヲ除外 セバ手 術後 殆 ド貧血 ヲ認 ムル コ トナ ク體重 ノ増加其他一般 ノ健康状態 ハ

對 照動物 ト何 等選 ブ所 ナ シ.即 チ單 ニ脾臟 剔出 ノ ミヲ行 ヘル白鼠 ニ比 シテ甚 ダ シク健康状態 ハ

可 良ナ リ.

3.剔 脾 白鼠 大網 内脾 組織 自家移 植 ノ實 驗成 績總 括

便宜上之ヲ3期 ニ分チテ記述 スべシ.

第1期(手 術後1-5日)

主 トシテ移植組織ノ退行變性竝ニ其網状内皮細胞 ノ増殖ヲ開始スル時期ナリ.移 植 サレタル

脾組織 細末ハ多數大網表面ニ凡 ソ平等 ニ撒布サルルモ,其 大網組織ニ固定サルルモノハ極 ク一

小部分ニ過ギズ シテ,大 部ハ腹腔内ニ脱落 シ吸收 サルルモノノ如 シ.而 シテ其固定 セラルル部

位ヲ觀察スルニ,大 網 ノ胃大彎附着部ニ近ク胃大網動靜脉ニ近キ稍大ナル血管ノ外膜附近ニ最

モ多シ.斯 カル部 ハ成熟白鼠ニ於テハ大部血管周圍ノ脂肪組織 ト化 スルモ手術當時ノ幼動物 ニ

於 テハ尚ホ外膜性乳斑(Adventitialmilchflecke濱 崎)ノ 多數認メラルル部分ナリ.次 ギハ大網

中心部ニテ濾胞性乳斑(Follikularmilchflecke濱 崎)ノ 群集 セル部 ニ多 シ.而 シテ此部ニ固定

サルルモノハ比較的小ナル脾組織片ナリ.其 他髓所一定ノ部位ヲ選 ブコトナク脾組織細末ガ大

網組織ニヨリテ圍繞固定 セラルルモノヲ認 ム,斯 カル組織ハ比較的大ナルコ ト多 シ.即 チ概括

スレバ脾組織末ノ固定サルルコトハ大網 ノ胃大彎附着部ニ多ク大網遊離縁ニ近ヅクニ從 ヒテ之

ヲ減 ジ,又 乳斑ノ種類 ヨリ論 ズレバ外膜性乳斑 ニ多ク濾胞性乳斑ニ少 ナシ.其 他横隔膜腹膜ニ

於 テ稀 ニ脾組織 ノ固定サルルモノアリ.腸 間膜及 ビ體壁腹膜 ニ於テハ之 ヲ認 メザリキ.

余等 ノ實驗成績ヲ通覽 スルニSplenoideノ 成立ニ際 シ,播 種サレタル脾組織末 ト乳斑 トノ關

係 ニヨリテ凡ソ4ツ ノ場 合ヲ生ズベ シ.

(1)比 較的大ナル移植片ガ群在セル數箇ノ乳斑 ト癒着セル場合(第1型).

(2)單 一ノ乳斑ニ小移植片 ガ癒着セル場合(第2型).

(3)鏡 檢的ニ全ク脾組織或ハ其頽廢物 ト思ハルルモノナキ乳斑 ニ於 テ脾組織化 ヲ認 ムル場合

(第3型).

(4)全 ク乳斑 ノ存 セサル部 ノ大網組織 ニ脾組織 ノ癒着セル場合(第4型).

以下實驗成績 ノ總括ニ當 リテ便宜上,上 記4ツ ノ場合ニ分チテ述 ブル所 アルベ シ.

第1型.　 脾組織 ハ移植後24時 間ニシテ 既ニ大部分壞死 ニ陷 リ微細ナル顆 粒ヲ混ズル硝子
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樣物 ト化 シ,其 内ニ多數ノ核破碎物,多 核性白血球及 ビ少數 ノ大單核遊走細胞 ヲ混ズ.核 破碎

物竝多核性白血球 ノ少ナキ部ニハ少數 ノ類 上皮細胞ヲ見 ル.其 核ハ長橢圓形,比 較的淡明ニシ

テ1-2箇 ノ明瞭ナル核仁 ヲ有 ス.細 胞體ノ境 界ハ不明瞭ナ リ.之恐ラクハ脾臟 ノ網状内皮細胞

ノ殘存 セルモノナルベシ.斯 カル部位 ニ於テハ少數 ノ淋巴球及 ビ「エオ ジン」嗜好性白血球 ヲ認

ム.特 記スベキハ移植片中何處ニモMegakaryozytヲ 發 見シ得ザルコ トナ リ,極 ク小部分ニ於

テハ尚ホ硝子樣變性ニ陷 リツツアル網状織纎維 ノ認 メラレ其間ニ大小ノ單核細胞及 ビ淋巴球存

シ,殘 存セル脾組織 ナルコ トヲ辛 ウジテ認識 シ得ルモノアリ.

上記移植片ノ周圍及 ビ實質中ニハ,殆 ド常ニ滲濾 性出血アリテ,無 數ノ赤血球ノ瀰散セルヲ

見ル.

手術後2日 ニ至 レバ平等 ニ瀰散 セシ該赤血球 ハ稍々一定ノ組織間隙中ニ限局 シテ存 スルニ至

ル.斯 カル部ニ於テハ散在性 ニ少許ノErythrophagieヲ 認 ム.多核性白血球ノ過半數ハ崩壞 シ

殘餘ノモノハ大部數箇所ニ集合 シ其周圍ニ被膜 ノ形成 セラルルヲ見ル.

上記脾臟 ノ網状内皮細胞ハ殊ニ移植片ノ周邊部 ニ於テ核 分裂 ヲ起 シ幼若ナル網状内皮細胞 ヲ

生産ス.其 核 ハ大ニシテ淡明,不 整長橢圓形ニシテ往 々數箇ノ狹窄部ヲ示 シ1-3箇 ノ大ナル核

仁ヲ有ス.斯 カル細胞ニシテ移植片ノ中心部ニ存スルモノハ胞體ノ境 界不明瞭ナレドモ周縁部

ニ近ク存 スルモノニアリテハ2-3ノ 細胞突起ヲ示 シ隣接 セル同種細胞 ノ突起 ト吻合 シテ網状

構造ヲ現 ス.尚 ホ一部ノモノニアリテハ細胞間ニ,或 ハ胞體ノ内部ニ管腔 ノ形成 セラレツツア

ルヲ見ル.上 記幼若ナル網状内皮細胞中ニハ核膨大 シ著明ナルHyperchromatoseヲ 起 シ,核壁

及 ビ核 ノ中央部ニ於テ巨大不規則ナルChromatin塊 ヲ現 シ,其原形質ハ突起ヲ短縮 シ淡紅紫色

ニ着染 シ胞體 ノ境界不明瞭 トナルモノアリ.「Giemsa」 染色 ニテ核ノ周圍ニ少數ノ嗜鹽基性顆

粒 ヲ現 ス.更 ニ斯カル細胞核ニシテ1-2箇 ノ分芽ヲ示 スモノアリ.其状釀母菌ノ分芽ニ酷似 シ,

分芽ハ一ツノ狹突部ヲ以テ母核ニ連ナル.此連結部ニハ殆 ド常ニ不規則ナル巨大Chromatin塊

ノ存スルヲ見ル.分 芽ハ母核 ヨリ遊離シ更ニ新 ラシキ分芽 ヲ生ズ.カ クテ手術後4日 以後ニ及

ベバ定型的ノMegakaryozytenノ 少數ヲ發見シ得.尚 ホ此時期 ニ於テハ淋巴性細胞ノ多少増加

スルヲ見ル.

第2型.　 單一ノ乳斑 ニ小 移植片ノ播種 サレタル場合ハ,移 植片ハ大部壞死性 トナリテ乳斑

組織中ニ沈降 シ主 トシテ其底部ニ於テ上記同樣ノ脾組織化ヲ開始 ス.

第3型.　 初日ニ於テハ多核性白血球竝ニ組織球性遊走細胞 ノ増加 ヲ示 シ,單 ナル刺戟症状

ト見做 スベキ變化 ナリ.手 術後2日 以後ニ於テ最 モ特異 トスベキハ甚ダ多數 ノ「プラスマ」細胞

ガ鋪石状ニ隣接 シテ出現 スルコトナ リ.

特ニ注 目スベキハ一部ノ乳斑ニ於 テ少數ノ中性嗜好性ノ原形質ヲ有 シ,類 圓形 ノ比較的大ナ

ルChromatinニ 富ム核 ヲ有 スル骨髓性細胞 ノ出現 スル コトナリ.又組織球ニ於テ稍々多數 ノ核

分裂像ヲ現 シ,他 方正常組織球核 ノ約4倍 ニ及 ブ巨大ナル核ヲ有スルモノアリ,又 斯 カル組織
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球 ガ巨大 ナルMitoseヲ 形 成 セルモノア リ,尚 ホ少數 ノ多核性巨大細胞 ア リ,其 原形質 ハ淡紅紫

色 ニ着染 シ核 ハ組織球 ノ夫 レニ類似 ス.斯 カル巨大細胞 ハ手術後5日 ニ及ベバChromatin絲 ハ

甚 ダ太 クナ リ其染色性 ヲ増 シMegakaryozytenト 區 別 シ得ザル ニ至 ル.尚 ホ5日 ニ於 テハ増殖

セル組 織球相集 マ リ,突 起ノ吻合 ヲ起 シテ管腔形成 ヲ現 セル モノ ア リ.其 他前記 中性 嗜好 性骨

髓 細胞 ノ増加 セル ヲ見ル.即 チ斯 カル乳斑 ニ於テ ハ顯微鏡的 ニMilzkeimヲ 認 メザル ニ脾組織

化 ヲ營 メルモ ノナ リ.

第4型.　 乳 斑 ノ存 セザル部ニ附着 セル移植片 ハ求心性 ニ配列 スル多數 ノ紡錘形 ノ細胞 ニテ

包 埋 サ レ球状物 ヲ形成 ス.該 細胞 ハ橢 圓形 ノChromatinニ 乏 シキ核 ヲ有 シ漿液 膜細 胞 ノ變化

セ シモ ノ ト認 メラル.而 シテ移植片 ハ核破碎物 ヲ多數 ニ有 スル硝 子樣凝塊 ト化 セル ヲ見ル.

尚 ホ斯 カル移植片 ニシテ乳 斑 ニ隣接 セル モノハ乳斑 ノ血管 ヨリ新 生血 管 ノ補給 ヲ受 ケ,移 植

片 ヨ リハ幼若 ナル網状 内皮細胞 ノ旺盛 ナル増殖 ア リテ乳斑 ニ向 ヒテ侵入 シ,タ メニ乳斑 組織 ハ

連 續的 ニ脾組織 化 ヲ蒙 ル.其 状第1型 ニ於 テ述 ベタル所 見 ト大 同小異 ナ リ.

鐵反應所見.　 鐵反應 ヲ檢スルニ手術後2日 迄ハ壞死性トナレル移植片中ニ淡青色,境 界不明瞭ナル顆

粒 ノ少數 ニ散在スルヲ見ルモ,細 胞體中ニ藏セラルルモノハ甚ダ少ナシ. 3-5日 ニ於テハ鐵反應全ク陰性

ナリ.

對照例實驗成績

.對照動物ニ就キテ移植サレタル脾組織ヲ見ルニ實驗動物 トノ間ニ根本的ノ相違ヲ示サズ,單 ニ移殖組織

ノ退行變性強ク網状内皮細胞及ビ淋巴性細胞 ノ再生微弱ニシテ手術後5日 ニ及ブモMegakaryozytノ 出現

ヲ見ザルノミ.稍 々特異ナルハ「エオジン」嗜好性多核白血球ノ多數出現スルコトナリ.

乳斑 ヲ觀察スルニ實驗動物ニ比シテ連續的竝ニ非連續的脾組織化ハ共ニ微弱ナレドモ「ブラスマ」細胞 ノ

増加,組 織球 ノ増殖等ヲ示スコト相似 タリ.但 シ中性嗜好性骨髓細胞及ビMegakaryozyt竝 ニ其前階級 ト覺

シキモノヲ發見 ン得ズ.

鐵反應所見.　 鐵反應ハ手術後2日 ニ於テノミ陽性ナリキ.

第2期(手 術後6-10日)

本期 ニ於テハ血液ノ供給其他ノ條件 ノ可良ナル移植片ハ盛ニ再生ヲ營 ミ,然 ラザルモノハ全

ク壞死 ニ陷 リ小ナルモノハ吸收サ レ大ナルモノハ結締織ニヨリテ置換セラルルヲ見ル.

第1型.　 幼若ナル網状内皮細胞 ノ増殖 ハ至ル所ニ認 メラルルモ明カニ,乳 斑ノ存 スル部位

ニ於テ甚ダ著明ニシテ血管新生モ亦旺盛ナリ.而 シテ爾餘 ノ部分 ニ於 ケル網状内皮細胞 ハ大部

「エオジン」ニ淡染 スル硝子樣結締織 ト化 シ萎縮 セルヲ見ル.

網状内皮細胞 ノ多數増殖 シ網状組織ヲ現ス部分ニ於テハ稍 々多數 ノ赤血球散在 シ,又 一部ノ

大 ナル網状織間隙ニ於テハ赤血球 ヲ充滿セルモノアリテ一見靜脉竇樣 ニ見ユルモ未 ダ連續セル

内皮細胞層ヲ認 メズ.尚 ホ斯 カル赤血球ニ混 ジテ甚ダChromatin質 ニ富 ミ 「へマ トキ シリン」

ニヨリテ暗紫色 ニ着染スル圓形 ノ核 ヲ有 シ原形質ハ「エオ ジン」ニヨリテ平等ニ紅色 ヲ呈スル細
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胞 ヲ見 ル.コ レ疑 ヒモナクNormoblastenニ シテ,其 他Pyknotischニ ナ レル黒色 ノ核 ヲ有 ス

ル赤血球 ヲ見ル.尚 ホ是等 ノ細胞 ト共 ニ圓形 ニシテChromatinニ 富 ム核 ヲ有 スル造淋 巴細胞 及

成 熟 セルMegakaryozyten散 在 ス.

此 期 ニ於 テハ淋巴性細胞 ノ増加著明 ニ シテ,或 ハ脾樣 組織中 ニテ集 團 ヲ造 リ濾胞 ヲ形成 スル

モノア リ,或 ハ脾樣組織 ノ周 邊部 ニ於 テ厚 キ淋巴細胞層 ヲ形成 スル モノア リ.

脾 樣組織 ノ周邊,殊 ニ乳斑 ノ癒 着或 ハ隣接 セル側 ニ於 テハ大 小多數 ノ單核 遊走細胞存 シ,尚

ホ 中性嗜好性 竝 ニ「エオ ジ ン」嗜好性骨髓 細胞及Normoblastenノ 少 數混在 セル ヲ見 ル.其 他有

窓核 ヲ有 スル中性嗜 好性 白血球 ノ少 數 ア リ.其 核 ハ大 ニ シテChromatinニ 富 ミ窓 ハ甚ダ小 ナ

リ.斯 カル部 ニ於 テハ屡 々赤 血球 ガ中等度 ニ瀰散 シ,其 一部 ノモノハ大貪喰細胞 ニヨ リテ攝取

サ レタルヲ見ル.但 シ40號 動物(手 術後10日 死 亡)ニ 於 テハ異物巨大細胞 ノ數 箇 ヲ見ル ノミ

ニシテ脾樣組織 ノ發 育全 クナ シ.

第2型.　 稀ニ乳斑 ノ表面 ノ一部ガ乳嘴状或ハ丘陵状ニ膨隆セル部アリテ其深部ニハ核碎物

ト共ニ少數 ノ幼若ナル網状内皮細胞ア リテ網状組織ヲ形成ス.其 周圍ニハ赤血球 ノ輕度ノ瀰散

アリテ大單核細胞,上 記各種 ノ骨髓細胞及 ビ淋巴細胞 ヨリナル層 ヲ認 ム.

第3型.　 此時期ニ於テハ乳斑ニ著明ナル非連續的脾組織化ヲ認 ム.第1期 ニ於テ著明ニ増

加セル「プラスマ」細胞ハ減少 シ組織性肥胖細胞 ノ増加アリ.

注目スベキハ乳斑ニ於 テ異所的細胞群ノ出現 スル コトナリ.其 大部分ハ組織間隙,殊 ニ血管

周圍ニ於 テ境界著明ナル群ヲナシ,少 數ノモノハ散在 シテ存 ス.之 ヲ形成 スル主ナル細胞ハ幼

若ナル網状内皮細胞 ニシテ類圓形 ヲ呈 シ盛ニ細胞分裂ヲ行ヘ リ.本 細胞ヨリ中性嗜好性骨髓細

胞,有 窓核白血球,多 核白血球ニ至ル諸種 ノ移行形 ヲ認ム.尚 ホ「エオ ジン」嗜好性骨髓細胞,

「エオ ジン」嗜好性白血球, Normoblasten及 ビ有核赤血球ノ少數散在ス.乳 斑 ニ於テモ第1型

ニ認 メラレタルガ如キMegakaryozyten及 ビ其前階級ノ少數ヲ認 ム.

第4型.　 漿液膜細胞ノ包埋ヲ蒙 リタル球状物ハ縮少 シ,脾 組織ノ頽廢物ハ吸收サレ内層 ヲ

ナス漿液膜細胞 ハ硝 子樣變性 ニ陷 リ一見Carzinomzwiebelヲ 聯想セシムルモノア リ.

鐵反應所見.　 脾樣組織中ニハ多クノ場合鐵反應陰性ニシテ,其 周圍ニ存スル遊走性組織球ニ少數ノ粗

大ナル青色顆粒ヲ現ス.

乳斑 ノ鐵反應ヲ檢スルニ脾組織化 ノ起 レル部分ニ於テハ概 シテ反應陰性ニシテ爾餘ノ組織 ノ組織球ニ少

量 ノ粗大ナル青色顆粒ヲ認ム.

對照例實驗成績.

對照例 ニ於テモSplenoideノ 發育ア リ,但シ實驗例ニ比シテ血液ノ含量ニ乏 シク肉眼的ニ褐色ノ色調強シ

又組織的ニハ靜脉竈樣物,各 種ノ骨髓細胞及ビNormoblasten少 ナク, Megakaryozytヲ 發見 シ得ズ.

鐵反應ハ實驗例ニ於ケル ト略ボ同樣ナ リ.

對照例ニ於ケル乳斑ニ於テモ實驗例 ノ夫 レト殆 ド同樣 ノ變化 ヲ見ルモ一般ニ其度弱ク「エオジン」嗜好性
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白血球多クMegakaryozytヲ 發見 シ得ズ.

第3期(手 術後10-100日)

上記ノ如クシテ一定度 ノ發育ヲ遂 ゲタルSplenoideガ 種々ノ條件 ニヨリテ,一 ハ更 ニ發育 シ

形態的ニモ亦機能的ニモ脾臟組織 ニ酷似シ,一ハ發育停止サレ網状組織ハ漸次結締織性,更 ニ硝

子樣 ト變 ジ靜脉竇樣物ハ漸次狹小 トナ リ血液ノ含量 ヲ減 ジ遂 ニ全ク腔 ヲ失 ヒ瘢痕樣物 ト化ス.

從 ヒテ此時期 ニ於テ脾樣組織 ヲ鏡檢 シ第1乃 至第4型 ノ何 レヨリ發育セルヤヲ辨別スルハ甚ダ

困難ニシテ,大 ナル脾樣組織中ニ稍々大 ナル瘢痕組織 ノ存スル場合ハ恐ラク第1型,又 小ナル

脾樣組織 ノ周圍,或 ハ其一側 ニ網状組織竝ニ多數 ノ遊走性組織球 ヲ見ル時ハ第2或 ハ第3型 ニ

シテ,就 中脾樣組織中ニ硝子樣結締織 ノ存 スル場合或ハ異物巨大細胞 ノ存 スル場合ハ第2型 ニ

由來 セルモノナルヲ推知 ス.但 シ硝子樣結締織或ハ異物巨大細胞 ノ存 セザル場合ハ必ズシモ第

3型 ト斷定 シ得ズ.即 チ極小ナルMilzkeimハ 痕跡 ヲ止 ムルコ トナク全部吸収サルル コトアル

ベケレバナ リ.

發育可良ナル脾樣組織 ニア リテハ本期ニ於テハ靜脉竇内皮細胞層竝 ニ淋巴濾胞ノ完成セラル

ルヲ見ル.靜 脉竇内皮細胞ハ靜脉竇樣 ニ擴張セル網状織 ノ網眼ノ壁 ヲナセル網状織細胞ガ漸次

扁平 トナリテ形成サルルモノノ如 シ.斯 カル細胞 ヨリナル内皮細胞層ハ「エオ ジン」ニヨリテ美

麗ナル淡 紅色 ニ着染サ レ,光 線 ヲ強ク屈折 スル性 ヲ有スルガ故 ニ網 状織纎維 ヨリ容易ニ區別 シ

得ベ シ.然 レドモ斯 カル内皮細胞層ヲ追及 スレバ至ル所網状織纎維 トノ間ニ移行ヲ示 ス,從 ヒ

テ完成 セル靜脉竇ハ明カニ網状織網眼ニ開放サ レ,之 ヨリ多數 ノ赤血球ガ網状織中ニ流出セル

ヲ見ル.

斯クテ完成ニ近 キ脾樣組織ハ正常 ノ脾組織 ト酷似スルモ,前 者ノ發育可良ナル場合ニハ殆 ド

常 ニNormoblasten,有 核赤血球其他Jowlly氏 小體 ヲ認 メ得.

淋巴組織ノ發育ヲ見ルニ一般 ニ時 日ヲ經過スルニ從 ヒテ増殖 シ,脾樣組織中 ニ1-3箇 ノ小ナ

ル濾胞ヲ形成 ス.手 術後60日 ノ例ニ見タル淋巴濾胞中ニハ中心動脉 ノ存 スルヲ認 メタリ.尚 ホ

手術後100日 ノ例 ニ於テハ所謂胚中心 ヲ有 セルモノヲ認 メタ リ.

脾樣組織 ニ特異 トナス淋巴組織 ハ脾樣組織ノ周邊ニ於テ發育スル著明ナル淋巴細胞層ナ リ.

淋巴細胞層 ハ脾樣組織 ノ全周ヲ圍繞 セル場合ア リ又一隅ニ發育セル場合アリ.大 多數 ハ小淋巴

細胞 ヨリナルモ脾樣組織 トノ境 界部ニハ稍多數 ノ造淋巴細胞ア リテ中等數 ノ核分裂像 ヲ認 ム.

其他小數 ノ網状織細胞混在 シ毛細血管ニ富ム.本 淋巴細胞層 ノ外周 ニハ常ニ何等被膜樣 ノ組織

ナク,増 殖 セル淋巴球 ハ連續的 ニ大網 ノ組織間隙 ニ侵入 シツツアルヲ認ム.然 レドモ脾樣組織

トノ間ニハ屡々被膜 ヲ存 シ其結締織間ニ多數 ノ淋巴細胞 ノ浸潤 セル部 アリ.又 全ク被膜ノ一部

ガ浸潤ノ爲 ニ消失 セル部分 アリテ之ニヨリテ脾樣組織内ノ淋巴濾胞 ト連絡セルモノアリ.尚 ホ

注 目スベキハ淋巴細胞層中ニ往々淋巴球 ヲ以テ充タサレタル大ナル淋巴管 ヲ認 ムル コトナ リ.

又脾樣組織 ヨリ離 レタル大網組織中ニ於 テモ散在性 ニ淋巴細胞 ヲ充タセル淋巴管ヲ認 メ得.其
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他血管周圍ノ淋巴腔 ニモ淋巴球ノ充滿 セルモノアリ.

本淋巴細胞層 ト似テ非ナルモノハ脾樣組織 ガ瘢痕樣變性ヲ呈スルモノニ於テ見 ラルル周邊部

ノ淋巴細胞 ノ集積ナリ.斯 カルモノニ於テ認 メラルル淋巴細胞層ハ其外周ノ境界ハ不明瞭ニシ

テ漸次大網或ハ乳斑組織ニ移行 シ,細 胞 ハ稍々鬆粗 ニ存 シ造淋巴細胞 ヲ認 メズシテ少數ノ遊走

性組織球ヲ混ズ.斯 カル淋巴細胞 ハ諸臟器ノ瘢痕性萎縮 ニ際 シテ出現スル淋巴細胞 ト病理學的

ニ意義ヲ同 ジクスルモノニシテ明カニ大網乳斑或大網組織 ヨリ浸潤セルモノナルベ シ.

淋巴細胞層ニ接 スル大網組織ハ稀ニ脂肪組織 ノミナルコトアルモ多クハ何處ニカ鬆粗ナル網

状ノ基質ア リテ,之 ニ圓形星形或ハ紡錘形 ヲナセル組織球 ノ散在スルヲ見ル.圓 形 ノ組織球ハ

廣キ原形質ヲ有 シ褐色々素ヲ多量 ニ有 スルモノ多 シ.本 色素ハ 「ベル リン」青反應 ニテ大部分

Haemosiderinナ ルコ トヲ證明 シ得タリ.斯 カル組織球 ハ勿論脾樣組織 ノ發育ニ伴フ刺戟ニヨ

リテ周圍ノ組織ヨリ遊走 シ來 レルモノアルベキモ,多 クハ脾組織化ヲ受ケタル乳斑組織 ノ殘部

ト解 スベキモノニシテ,鬆 粗ナル網状基質ハ乳斑 ノ網状組織ノ萎縮 セシモノニ他ナラザルベ シ.

尚ホ脾樣組織 ノ周圍ニハ比較的大ナル血管存在 シ之 ヨリ脾樣組織 ニ分枝 ヲ出セル状態ヲ認 メ得

ベキモノアリ.

Splenoideノ 發 育可良 ナル例 ニ於 テハ2-5箇 ノSplenoideガ 互 ニ癒合 シテー ノ大 ナル塊 團

ヲ作 ルニ至 ル.斯 カル各々 ノSplenoideハ 最 初 ヨ リ獨立 的 ニ發育 セル モノ アリ,又 母 結節 ト娘

結節 トノ關係 ニ於 テ發育 セルモ ノア リ.

次 ニ發育可 良ナルSplenoideノ 一 般的組織構造 ヲ述 べ ン.

被膜ハ一般 ニ發育甚ダ不良 ニシテ痕跡状ノモノアリ.之 ヲ構成スル結締組織ハ核ニ富 ミ纎雜ハ細クシテ

而モ鬆粗ナルガ故ニ,其 間ニ紡錘形 ノ網眼ヲ生 ジ,内 ニ淋巴細胞,組 織球等ノ遊走細胞ヲ藏スルコト多シ.

而 シテ脾髓細胞或ハ被膜外周 ノ淋巴細胞層ノ増殖盛ナル部ニ於テハ被膜 ノ一部ハ壓迫萎縮ニ陷リ内外組織

ノ直接連絡サルルヲ認ム.

被膜 ノ内縁ニハPraekapillare Arterienノ 稍 々多數存在シ,其 分枝 ガ少量ノ結締織ヲ伴ヒ脾樣組織 ノ深部

ニ進ムモノアリ.是 レ脾臟ニ於ケルBalkenノ 模 倣ト見做スべキモノナリ.

靜脉竇ハ正常脾 ノ夫レニ比 シテ口徑稍々狹 ク迂曲ノ度微弱ナ リ.赤 血球 ヲ多數ニ含有スルモ靜脉竇外 ノ

網状織網眼ニ於テモ多數ノ赤血球存 シ靜脉竇樣ニ見ユルモノ多シ.但 シ後者ニアリテハ靜脉竇ニ特有ナル

前述セルガ如キ内皮細胞層ヲ缺如ス.又 網状織網眼中ニハNormoblasten,其 他有核赤血球 ノ群在セル造血

竈ア リ.

網状織細胞ハ其核橢圓形ニシテ比較的Chromatinニ 乏 シク,長 大ナル突起ヲ有スル場合アリ又突起ハ短

小ニシテ細胞體ヲ以テ互ニ連ナリZellbalkenヲ 形 成スルモノアリ.斯 カル細胞ハ屡々遊離シ核破碎物,赤 血

球,褐 色々素等ヲ多量ニ攝取セルモノアリ.其 他幼若ナル網状内皮細胞 ノ遊離セルモノアリ,其 核ハ類圓形

ニシテ1-2箇 所 ニ陷凹部 ヲ有シChromatin質 ニ富 ミChromatin絲 ハ甚ダ大ク多クハ大ナル核仁ヲ認ム.

又稍々多數ノMegakaryozyten,中 性嗜好性骨髓細胞竝ニ中性嗜好性白血球アリ.其 他「エオジン」嗜好性白

血球 ノ少數ヲ認ム,
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淋巴濾胞ハ一般ニ發育不良ナリ.脾 髓組織ハ發育甚ダ可良ナルニモ拘ラズ淋巴細胞ハ全ク集團ヲナサズ

シテ網状織網眼中ニ少數散在スルモノア リ.然 レドモ明カニ淋巴濾胞 ト見做スペキ集團アリテ其中心部ニ

ハ造淋巴細胞存シ核分裂ヲ認ムルコトア リ.稀 ニ甚ダ著明ニ發育セル淋巴濾胞アリテ所謂胚中心 ヲ有 シ網

状織細胞ハ増殖肥大シ核破碎物ヲ貪喰セルモノ多キコトアリ.斯 カル淋巴濾胞 ノ周團 ノ脾髓組織ハ壓縮サ

レ結締織性ニ化シ被膜樣ノ觀 ヲ呈スルモノアリ.

被膜 ノ外團ニハ殆 ド常ニ淋巴細胞層ヲ認ム.本 層ハ屡 々甚ダ著明ナル發育ヲ遂ゲ,脾 樣組織ガ却テ附屬

物ナルガ如キ外觀ヲ呈スルモノアリ.外 方大網組織 トノ間ニハ被膜 ニ類スルモノナケレドモ其境界ハ稍々

著明ナリ.本 淋巴細胞層中脾樣組織 ノ被膜ニ接スル部分ハ主 トシテ造淋巴細胞 ヨリナリ,内 ニ少數ノ組織

球ヲ混ジ稍々鬆粗ナ リ.爾 餘ノ部分ハ專ラ小淋巴細胞 ヨリナリ甚ダ緻密ニシテ,散 在性 ニ淡明ナル網状織

細胞ヲ認ム.本 組織ハ比較的血管ニ富 ミ毛細管ハ毛管網 ヲ形成スルヲ見ル.

淋巴細胞層ノ發育可良ナル場合ハ脾樣組織ノ被膜 ノ一部ヲ破 リテ内部ニ侵入シ脾樣組織 ノ淋巴濾胞 ト連

續セルヲ見ル.又 屡々該層中ニハ淋巴球 ヲ以テ充 タサレタル太キ淋巴管ヲ認ム.其 口徑23-56μ ニ達ス.尚

ホ注目スベキハ脾樣組織 ノ全ク存セサル所ニ淋巴性細胞 ノ大ナル集團ヲ見ルコトナ リ.主 トシテ小淋巴細

胞 ヨリナリ稍 々多數ノ造淋巴細胞アリテ核分裂ヲ示スモノア リ.又 淡明ナル網状織細胞及ビ毛細血管網等

ヲ示スコト脾樣組織 ノ外圍ニ認 メタル淋巴細胞層ニ類似ス.其 一隅ニ於テハ乳斑 ノ組織ヲ止ムルコト多 シ.

該 組織 ハ比較的細胞成分ニ乏 シク少數ノ網状織細胞,遊 走性組織球及ビ淋巴細胞ヨリナリ組織球ニハ褐色

色素ノ多量ヲ有スルモノ多シ.

一旦 可良ナル發 育ヲ遂 ゲタル脾樣 組織 モ其後 漸次萎縮 ニ陷 ルモノア リ.斯 カル際 ニハ先 ヅ血

液含量 ヲ減 ジ,靜 脉竇 ハ狹小 トナ リ遂 ニハ其内 皮細胞 ハ相互 間 ノ連 絡 ヲ失 ヒ全 ク網状細胞 ト區

別 シ得ザル ニ至 ル.之 ト同時 ニ網 状織中 ノ造血 細胞,大 小 ノ淋巴細胞,大 單核 遊走 細胞, Mega

karyozytenナ ドノ遊離細胞 ヲ失 フニ至 ル.反 之「エオ ジン」嗜好 性白血球 ハ往々増加 スル コ トア

リ.カ クテ網状組 織フ ミガ殘留 シ,脾 樣組織 ハ甚 ダ淡明 ナル粘液腫樣 ノ組 織 ト化 ス.網 状織 細

胞 ノ核 ハ甚 ダ淡 明 トナ リ,境 界 ノ不明瞭 ナルモ ノア リ.其 原形質 ハ鬆粗 ナル網状構造 ヲ現 シ遂

ニハ平等 ナル硝 子樣物 ト化 スル ヲ見 ル.斯 クテSplenoideハ 漸 次容積 ヲ減 ジ遂 ニ硝子樣 結締織

塊 ト化 ス.斯 カル萎縮 ハ殊 ニ對照例 ニ於 テ著明 ナ リ.脾 樣 組織 ガ萎縮 ヲ起 スニ反 シ其周圍 ノ淋

巴細胞層 ハ萎 縮ヲ示 サズ シテ屡 々増 殖 ヲ營 メル モノア リ. Megakaryozytenハ 萎 縮 ニ際 シテ各

ノ核 ハChromatinヲ 著 シク減 ジ淡明 ナル核 トナ リ各 々1箇 ノ稍 々明瞭 ナル核仁 ヲ示 シ其橢 圓

形 ノモノニア リテハ網状細胞 ノ核 ト酷似 シ來 ル. Chromatinハ 其後益 々減少 シ遂 ニ核影 トナ リ

テ消失 ス.又 稀 ニ ハ核 ハ甚 ダ シク膨 大 シテ圓形 トナ リChromatolyseヲ 起 シ滴状物 ト化 スル モ

ノ ア リ.其 原 形質 ハ淡 明 トナ リ微細 ナル網状構造 ヲ現 シ周邊 部 ヨリ漸次消失 スル ヲ見ル.

第3期 ニ於 テハ大網 ハSplenoideノ 發 育可良 ナル程益 々,之 ヲ繞 リテ捲縮 サ レ面積 ヲ減 ジ,

又Splenoideニ 直 接接 セザル部分 ニ於 ケル乳斑 ハ肉 眼的 ニ數 ヲ減 ジ且萎縮 ヲ呈 ス.之 ニ反 シ

Splenoideノ 發 育 不良ナルノ又 ハ全 クSplenoideノ 存 セザル モノニ在 リテハ大網 ハ捲縮 サ レ

ズ,乳 斑 ノ發 育又 可良 ナ リ(別 表參照).之 ヲ切片 トナ シテ檢 スル ニ,乳 斑 ハ一般 ニ扁 平 トナ リ
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網 状 織細胞 ハ甚ダ シク其數 ヲ滅 ジ,乳 斑基 質ハ鬆粗 ナル細 キ纎維 ト少數 ノ遊走性 組織 球及 ビ淋

巴細胞 ヨリナ リ,「 エオ ジ ン」嗜好性 白血 球ハ正常時 ニ比 シテ多少増加 セルガ如 シ. Splenoide

ニ癒 着 セル乳斑 ハSplenoideノ 周 圍 ニ附着 セルモノ ア リ,又 塊 團 ヲナ セルSplenoideニ 於 テハ

屡 々其深部 ニ包埋 セラ レテ存 スル コ トア リ.斯 カル場合 ニ於 テハ乳斑 組織 ハ脂肪細胞 ヲ有 シ,

比 較的太 キ血管 ニ富 ミ,遊 走 性組 織球 ニ富 ム.殊 ニ該細胞 ニ於 テハ多量 ノHaemosiderin色 素

ヲ有 スル コ ト及 ビ淋巴性細胞 ニ比較的乏 シキコ ト等 ニ ヨリテ固有 ノ脾樣組 織 ト大略鑑 別 シ得ベ

シ.但 シ深部 ニ於 テハ明 瞭ナル境 界ナク シテ互ニ移 行ス.而 シテ兩 者 ノ移 行部 ニハ屡 々淋巴球

ヲ充 タ シタル淋巴管 ヲ見ルコ トアリ.

鐵 反 應 所見.　 Splenoideニ 於 ケ ル鐵 反 應 ハ手 術 後 時 日 ヲ經 ル ニ從 ヒテ 著 明 ニ増 強 シ來 ル.殊 ニ手 術 後40

日 ヨ リ稍 々著 明 ニ, 70日 以後 ニ於 テ ハ甚 ダ著明 ナ リ.脾 樣組 織 中脾 髓 内 ノ網 状 織 細 胞 及 ビ遊 走 性組 織球 ニ

粗 大 ナ ル青色 顆 粒 多 數 出現 ス.淋 巴 濾 胞 及 ビ脾 樣組 織 周 圍 ノ淋 巴 細胞 層 内 ノ網 状織 細 胞 ニハ 多 ク ノ場 合 反

應 陰性 ナ リ.興 味 ア ル ハ一 般 ニ鐵 反 應 ハ 現在 盛 ニ發 育 ヲ營 ミツ ツア ルSplenoideニ 於 テハ 一 般 ニ鐵 反 應 微 弱

ニ シテ,發 育 ハ停 止 シ退 行變 性 ニ陷 リツ ツア ル モ ノニ於 テ 著 明 ナ ル コ トナ リ. Splenoideニ 接 スル 殘 餘 ノ乳

斑 組 織 ノ組 織 球,或 ハ周 圍 ノ大 網 組 織 ヨ リ遊 走 シ來 レル組 織 球 ニ於 テ ハ甚 ダ著 明 ナ ル鐵 反 應 ヲ認 メ,其 度

Splenoide中 ノ鐵 反應 ヨ リモ強 キ コ ト甚 ダ屡 々ナ リ.更 ニSplenoideニ 近 キ大網 組織 ハ稍 々廣 キ部 分 ニ亙 リ

テ,爾 餘 ノ大 網 組 織 ニ於 ケル ヨ リモ鐵 反 應 著 明 ナ ル ヲ常 トス.

乳斑 ノ鐵 反 應 ヲス檢 ル ニ,本 期 ニ於 テ ハ鐵色 素 ヲ含 有 スル組 織 球 増 加 シ又 各 々 ノ組 織 球 ノ鐵 含 量 モ亦 増

量 ス.然 レ ドモSplenoideノ 發 育 可良 ナ ル場 合 ハ,前 述 ノ如 ク乳 斑 ハ著 明 ナ ル萎 縮 ニ陷 ル ヲ常 トス.從 ヒテ

鐵 色素 ヲ含 有 スル組 織 球 モ亦 甚 ダ シ ク減少 セ ル ヲ見 ル.一 般 ニSplenoideト 全 ク關 係 ナ キ乳斑 ニ於 テ ハ鐵 含

量少 ナ ク, Splenoideニ 癒 着 セ ル モ ノ,又 ハ 其 附 近 ニ存 ス ル モ ノニ於 テ ハ 鐵 含 量 多 シ.

對照例實驗成績.

對照例ニ於テモ實驗例ト本質的 ノ相違ヲ示サズ. Splenoideハ 發育不良 ニシテ且實驗例ニ比シテ速ニ萎縮

ニ陷ルヲ認ム.該 萎縮機轉ハ前述實驗例ニ於テ認 メタル ト大差ナシ.

本期ニ於テハ對照例中往々Splennideヲ 全 ク發見シ得ザ リシモノアリ(37號 及 ビ49號 動物).斯 カル例ニ

於テハ乳斑ノ發育甚ダ可良ナルヲ認メタリ.

鐵反應所見.　 實驗動物 ノ鐵反應ハ時 日ノ經過 ト共ニ著明ニ増強スルニ反 シ,對 照例ニ於テテ其増強左

程著明ナラズ殊ニ40日 以後ニ於テ實驗動物鐵反應 トノ間ニ稍々著明ナル相違ヲ示スニ至ル(別 表參照).

40號 動物(手 術後10日)ハSplenoideノ 發 育全クナカリシ例外 ニシテ,對 照 ノ意味ニ於テ興味深キモノ

ア リ.該動物ハ死亡 ノ3日 前ヨリ高度 ノ貧血ニ陷 リ手術後10日 目ニ死亡セ リ.死 亡時ノ體重ハ手術時 ノ體

重 ト同 ジク,腸 管ハ稍々強ク黄褐色ヲ呈 シ,右 肺上葉ニ肺炎竈ヲ認メタリ.大網 ヲ檢 セシニ2箇 ノ小ナル結

節 ヲ發見セリ.該 結節ハ數箇 ハ異物巨大細胞,硝 子樣結締織及ビ極少數 ノ淋巴細胞ヨリナ リ脾樣組織 ノ發

育 ヲ見ズ.

肝臟 ニ於テハ星芒状細胞ハ著明ニ肥大増殖シ,其 多數ノモ ノハ著明ナルErythrophagieヲ 營 ミ,圓 形ニ膨

大 シテ肝 ノ毛細管腔 ヲ閉鎖セルヲ見ル.又 星芒状細胞ニ於テハ輕度ノ鐵反應 ヲ呈ス.
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腎臟 ニ於テハ主 トシテ直細尿管々腔ニ鐵反應陽性ノ蛋白凝塊 ヲ充タセルヲ見ル.

本 例ニ於テハ手術後死亡スルニ至 レル經過,病 理解剖的變化竝ニ組織的所見ハ單ニ脾臟剔出ヲ行ヘル場

合 ト酷似セルヲ見ル.

4,老 獸 ニ於 ケ ル 同 上 實 驗 成 績 總 括

實驗動物8例 中4例 ハ死亡セ リ(總 テ手術後1週 間以内).即 チ其死亡率ハ單ニ脾臟剔出 ノミヲ施シタル

幼若動物 ニ於 ケルト略ボ相似 タリ.是 レ恐ラクハ以下述ブルガ如 ク,老 獸ニ於テハSplenoideノ 發育甚ダ不

良ナル爲ナルベシ.

播種サレタル脾組織末ノ乳斑ニ達スル状況,脾 樣組織 ノ發背等ハ總テ幼若動物ニ於ケル ト同樣ナリ.但

シ脾樣組織ノ發育甚 ダ緩漫ニシテ,而 モ十分ナル發育ヲ遂ゲズシテ萎縮ニ陷ルヲ見ル. Splenoideハ 一般ニ

幼若ナル網状内皮細胞及ビ造淋巴細胞 ニ乏 シクMegakaryozytenヲ 見 ルコト甚ダ稀ニシテ靜脉竇ノ發育又

不良ナリ.手 術後150日 及 ビ200日 ノ例ニ於テノミ輕度 ノHaematopoeseヲ 認 メタリ.

Splenoideノ 萎縮ニ陷 レルモノニ於テハ殆 ド常 ニ其外周ニ淋巴細胞 ノ集積ヲ見ルモ,幼 若動物ニ於 ケルガ

如 キ特異ナル淋巴細胞層ヲ認 メズ.

Splenoide竝 ニ其外周ニ於ケル組織球ノ鐵色素含量ハ幼若動物ノ夫レニ比シテ一般ニ稍々輕微ナリ.

Splenoideト 直接關係ナキ乳斑ハ發育一般 ニ不良ニシテ,「エオジン」嗜好細胞及ビ組織性肥胖細胞 ノ多少

増加セルモノアルモ,爾 餘 ノ細胞成分 ニ變化ヲ認メズ.

5,總 括 及 ビ 考 按

(1)Splenoideノ 發 育 ト乳 斑 ノ關 係

Splenoideノ 腹 膜 ニ於 ケル發生部位 ニ關 スル記 載 ヲ見ルニ,

Albrechtハ24歳 ノ男屍 ニ於テ全腹膜ニ約400箇 ノ副脾ノ存在シ,就 中約半數ハ大網ニ發育セルヲ認 メタ

リ.脾 臟ハ甚ダ小サク胡桃大,圓 形ニシテ其下端ニ多數 ノ副脾 ノ癒着セルヲ認メタリ.

Tedeschiハ15歳 ノ女屍ニ於テ脾臟血管ニ沿ヒテ約50箇,又 胃脾靱帶ニ2箇 ノ副脾ヲ發見セリ.脾 臟ハ

轉位シ稍々萎縮性ニシテ多數 ノ瘢痕性陷没ヲ認 メタリ.同 氏ハ 本例ニ於テハ先ヅ脾臟ノ損傷アリテ之 ヲ補

ハ ンガ爲ニ二次的ニ副脾ノ發生セルモノナラント思考セ リ.

Maffucciハ 主 トシテ大網ニ多數 ノ副脾ノ發生セル一剖檢例 ヲ報告セリ.其 脾臟ハ瘢痕形成ニヨリテ變形

シ萎縮ニ陷 レリ.同 氏ハ該副脾ノ成因ニ關 シテTedeschiノ 説 ニ賛セリ.

Wintelerハ 全身結核ノ1例 ニ於テ大網ニ甚ダ多數ノ副脾ノ存セシコトヲ報告セ リ.副 脾ハ其他横隔膜,

腹膜,前 腹壁,「 ドウグラス」氏窩ニ於テモ少數發見セラレタリ.

Schillingハ 癌 ノタメ死亡シタル47歳 ノ女屍ニ於テ大網ニ42箇,其 他ノ腹膜ニ2-3箇 ノ副脾ヲ發見セ リ.

脾臟ハ多數ノ分葉ヲ示シ周圍 ノ組織 ト癒着セ リ.同氏ハ本例ハ胎生期ニ於テMilzkeimノ 迷 入ア リタルモノ

ト解 セリ.

吉田及ビ早川ハ昨年1頭 ノ犬ニ於テ大網 ニノミ無數 ノSplenoideノ 發 育セルヲ偶然發見セ リ.其 脾臟ノ上
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端 ニハ瘢衷性陷凹 ノ存スルヲ以テ既往ニ於テ脾臟破裂 ノ存セシモノナラント想像セ リ.

Tizzoni, Ehrhardts, Kreuter, Stubenrauch, Eggers等 モ多數 ノ實驗動物ニ於テSplenoideハ 専 ラ大網ニ

發育スルコトヲ注意セリ.

上 記 ノ如 ク之 ヲ文獻 ニ徴 スルモSplenoide或 ハ之 ニ疑 ハ シキ例 ニ於 テハ主 トシテ大 網 ニ發育

セル ヲ見ル,而 已 ナラズ屡 々殆 ド大網 ノ ミニ限局 シテ發育 セル場 合 ア リ(Schilling, Eggers,吉

田 及 ビ早川等).

余 等 ノ實 驗 ニ於 テハ移植片 ノ播 種ハ大網 表面 ニノ ミ行 ハ レタルモ既 ニ手術中 ニ多數 腹腔 内 ニ

脱 落 スル ヲ認 ム.然 レ ドモ將 來Splenoideノ 認 メラルル ハ專 ラ大網 ニ シテ爾餘 ノ腹膜 ニ於 テハ

稀 ニ横 隔膜腹膜 ニ發 育 セル コ トアル ノ ミ.

反 之Splenoideノ 發 育 ガ大網 ニ少 ナク シテ爾餘 ノ腹膜 ニ多 カ リシ報 告ハ,余 等 ノ寡 聞 ヲ以 テ

ス レバKuttner及 ビBenecke竝 ニOltmannノ2例 ヲ擧 ゲ得ル ノ ミ.

Beneckeハ 脾臟破裂ノタメ4年 前Kuttnerニ ヨ リテ脾臟剔出術ヲ行ハ レタル男屍 ニ於テ諸腸管蹄係 ノ漿

膜面ニ多數ノSplenoideノ 發育アリ,左季肋部ニ2箇 ノ小ナル脾組織 ノ殘留アルヲ認 メタリ.此 報告ニ於テ

ハ大網ニ就テ何等 ノ記載ナシ. Kuttnerノ 開腹所見ニヨレバ大網モ亦破損サレ居タリト記載サ レタルガ故

ニ,或 ハ手術 ノ際其大部ヲ切除セシヤモ計ラレズ.

Oltmannノ 報告例ニ於テハ腸間漿液膜ニSplenoideノ 發育アリ大網ハ前腹壁 ト廣汎性ニ癒着セリト云フ.

斯 クノ如 ク先人 ノ報告及 ビ余等 ノ實驗 ヨ リ見 ルモSplenoideノ 發 育 ト大網 トハ必 ズヤ何等 カ

ノ密接 ナル關係 ヲ有 スル コ トハ想像 ニ難 カラズ.

Tizzoni, Griffini, Foa等 ハ脾臟 ノ創 口ガ屡 々 大網 ノ遊離縁 ノ癒 着 ニヨ リテ閉鎖 サルル ヲ以

テ,脾 組織 ノ再生 ハ大網 ヨ リ起 ルモノナ リ ト主張 セ リ.然 レ ドモ脾臟 ニ限 ラズ腹腔諸臟器又 ハ

腹膜 ニ損傷 ヲ蒙ル 時 ハ,多 クノ場合其 部 ニ大網 ノ癒 着 ヲ見ル モノナ リ.從 ツテ上記 ノ事實 ヲ以

ヲ直 チニ脾臟組織 ノ再生 ガ大網 ニヨ リテ行 ハル ル トナスハ謬見 タ リ.

Splenoideガ 大 網 ニ好發 スル ノ事實 ニ特 ニ注 目 セルハEggersニ シテ,氏 ハ 自己 ノ實驗成績

及 ビEhrhardtsガ 家 兎 ニ於 テ脾臟片 ヲ腹腔 内 ニ挿入 セシニ全部吸収 サ レ,反 之 大網嚢 中 ニ埋没

セシ所能 ク移植 サ レタル實驗成績 ヲ引用 シ,大 網 ハ移植 物 ニ對 シテ甚 ダ可 良ナル培養 基タル コ

トヲ指摘 セ リ.

余 等 ノ實驗 ニ於 テ大網中Splenoideノ 好 發 スル部位 ハ主 トシテ脾臟 莖竝 ニ胃大彎 ニ近 キ比較

的太 キ血管 ノ周圍 ニ シテ外膜 性乳斑 ノ多數群 在スル部位 ナ リ.次 ニ好發 スルハ大網 中心部 ニシ

テ主 トシテ濾胞 性乳斑 ノ多數 占居 スル部位 ナ リ.

播 種 サ レタル脾組織末 ノ癒着 ト乳斑 ノ位置的關係 ヲ見 ルニ凡 ソ3ノ 場合 ア リ.

(1)脾 組 織末 ガ乳斑 ノ群在 セル部 ニ癒着 スル場合, (2)脾 組 織末 ガ單 一ノ乳斑 ニ癒着 スル

場合, (3)脾 組 織末 ガ全 ク乳斑 ノ存 セザル部 ニ癒着 スル場 合ナ リ.之 等 ノ場 合 ヨ リ發育 セシ

Splenoideヲ 比 較 スルニ(1)ノ 場 合 ニ於 テ最 モ發育可良 ニシテ(3)ノ 場 合ハ最 モ發 育不 良ナ
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リ.斯 ク ノ如 ク乳斑 ハSplenoideノ 發 育 ノ初期 ニ於 テ重大ナル役 目 ヲ有 スル ノ ミナ ラズ,第3

期 ニ於 テ モ亦Splenoideノ 増殖 ニ參與 ス.即 チ此 時期 ニ於 テ ハSplenoideニ 隣 接 スル乳斑 ハ甚

ダ シク萎 縮 シ細胞成分,就 中網状 織細胞 ヲ減 ズ.甚 ダ シキ場 合ニ於 テハ該細胞 ノ殆 ド全部 ヲ失

ヒ,網 状 織纎維 ヨリナル網 眼 ノミ殘留 シ内 ニ極少數 ノ遊走性 組織球 及 ビ淋巴球 ヲ藏 シ乳斑 組織

ハ一見浮腫状 ニ現 ルルモノア リ.又Splenoideト 直接關係 ナキ乳 斑ニ於 テモ網状織細胞 及 ビ遊

走性組纎 球ヲ減少 スルニ至 ル.斯 クテ大網 ニ於 ケル乳 斑 ハ其 數竝 ニ大 サヲ減 ズ.シ カ ノ ミナ ラ

ズSplenoideノ 増殖 ニ際 シテハ大網 ハ漸 次其周 圍ニ癒 着 シ,爲 ニ大 網ハ甚 ダ シク捲 縮 サ レ其 面

ヲ減 ズ.

上 記 ノ事實 ヨ リ推考 ス レパ,乳 斑 ガSplenoideノ 形 成 ニ直 接參與 セザル場 合 ト雖,個 々ノ細

胞成 分ハ遊 出 シテSplenoideニ 投 ズル モノニシテ,是 レSplenoideノ 周 圍 ニ於 テハ多 少 ニ拘 ラ

ズ常 ニ遊走細胞 ノ認 メラルル所 以ナ リ.而 シテSplenoideノ 發 育 ト乳斑 ノ發育 トハ全 ク逆比 例

ノ關 係 ヲ示 セ リ(別 表參照).

Splenoideノ 周 圍ニ發育 スル淋巴 細胞 層 ヲSplenoideノ 一部 ト見做 スベキヤ否 ヤハ愼 重ニ考

慮 スベキ問題ナ リ.被 膜 ノ存 スル場合 ハ淋巴細胞 層ハ常 ニ被膜 外ニ發育 セルガ故 ニ,之 モ亦周

圍 ノ大網組織 ヨリ遊走 シ來 リシ淋 巴細胞 及 ビ斯 カル細 胞ノ増殖 ニヨ リテ形成 サ レシモ ノナルベ

シ.既 ニ大網組 織 ヨ リ由來 セシモノ トセバ,大 網 組織中最 モ淋巴細胞 ヲ多數 ニ藏 スル乳 斑 ニ其

根源 ヲ求 メザルべ カラズ.而 シテ萎 縮 セル乳斑 ニ於テ組織球 ト共 ニ淋巴細胞 ノ減 少セルハ,此

想 像 ニ幾 分 ノ根據 ヲ與 フル モノナルベ シ.

Eggersハ 既 ニ記 セル ガ如 クSpleneideガ 大 網 ニ好 發 スルハ,大 網 ガ移植 物 ニ對 シ可良ナル

培 養基 タ リ得ル ガ故ナ リト思考 セル モ,未 ダ本問題 ノ核心 ニ觸 レザル ガ如 シ.即 チ大網 ガ一般

移植試驗 ニ際 シ好 移植 地 タリ得 ル コ トハ,其 細 血管 ニ富 ムコ トヨリ見 ルモ容 易 ニ首肯 シ得 ル所

ナルモ,余 等ハ前記Splenoideト 乳 斑 ノ關 係,又 曩 ニ濱 崎,及 ビ早川 ニヨ リテ報 告サ レタル ガ

如 ク,乳 斑 ハ組織學 的竝 ニ生物學的 ニ甚 ダ脾臟 ニ類似 スルコ トヨリシテ,特 ニ脾 組織 ノ腹腔 内

移植 ニ際 シ大網 ニ於 ケル乳斑 ガ好 移植地 ヲナ スニ他 ナラザル ヲ主張 セン トス.

既 ニRicker, Faltin, Stubenrauch, Eggers等 ガ論 ゼル ガ如クSplenoideノ 好 發スル部位 ハ

大 網,就 中脾臟 莖 及 ビ胃大彎 ノ附近,腸 間膜,横 隔膜等ニ シテ之 ハPhylogentischニ 脾 組織 ノ

層 々存 シ得 ル順序 ニ一致 スルモ ノナ リ.斯 カル事實 ニ基 キFaltin, Stubenrauch等 ハSplenoide

ノ好 發部位 ヲ説明 スル ニ當 リテAtavismusヲ 適 用 セ リ.然 レドモ余等 ヲシテ云 ハ シム レバ斯 カ

ル好 發順位 ハ乳斑 ノ腹膜 ニ於 ケル分布密度 ノ順位 ニ一致 スル コ トヲ特 ニ主張 セ ン トス.即 チ大

網殊 ニ幼若 動物 ニ於 テハ脾 臟莖竝 ニ胃大彎 附近 ニ乳斑 多ク,又 腸 間膜 竝ニ横 隔 膜 ニ於 テハ稀 ニ

存 シ,體 壁腹膜 ニ存 スル コ トハ例外 ニ屬 ス.即 チ彼 等 ガ特 ニAtavismusヲ 以 テ説明 セン トスル

事實 モ,乳 斑 ガ脾組織 ニ對 シ最 モ良好 ナル移植 地 タ リ得 ルモノナ リ トノ見解 ヲ以テ ス レバ,些

ノ不自然ナク シテ説 明 シ得 ルモ ノナ リ.
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(2)Splenoideノ 發育機轉竝 ニ其組織 的構造

脾組織ノ腹腔内移植ニヨリテ發育スルSplenoideガ,脾 組織ノ如何ナル部分ヨリ發育スルヤ

ニ關 シテ特 ニ注意ヲ拂ヘル研究者 ハ少ナク多クノ著者ハ漫然移植サレタル脾髓組織ガ生存 シ,

更 ニ増殖ヲ營 ミ被膜ヲ形成 シSplenoideノ 出現ヲ見ルモノト考 フルガ如 シ.

Tizzoniハ 實驗的研究ニ於テ脾臟 組織 ノ新生ハ「マルピキー」氏小體 ヨリ起ル トナ シ, Kreuter

モ亦此見解ニ賛 セリ.然 ルニ余等 ノ實驗 ニ於テハ播種サ レタル脾組織中僅少ノ網状内皮細胞ノ

ミガ殘存 シ,其 増殖ニヨリテSplenoideノ 形成サルルヲ認 メタ リ.即 チ脾組織末ハ移植後24

時 間ニシテ既ニ大部分壞死 ニ陷 リ多數 ノ多核性白血球ノ浸潤 ヲ受ケ,唯 僅ノ網状内皮細胞 ノ殘

存 セルヲ見ル.該 細胞ハ2日 目ヨリ殊ニ移植片ノ周縁部ニ於テ盛ニ核分裂 ヲ營 ミ多數 ノ幼若ナ

ル網状織細胞 ヲ生ズ.本 細胞ハ一方 ニ於テハ漸次脾樣組織 ノ網状織ヲ形成 シ,又 他方少數 ノモ

ノハ管腔形成 ヲ現 シ毛細管 ノ新生ヲ營 ム.

尚 ホ上記幼若 ナル網状織細胞 ノアルモノ ニ於 テハ核 ハ膨大 シHyperchromatoseヲ 起 シ,巨

大 不規則ナルChromatin塊 ヲ現 シ,胞 體ハ突 起ヲ失 ヒ類 圓形 ヲ呈 シ「ヘマ トキシ リン.エ オ ジ

ン」ニヨ リテ淡紅紫色 ニ着染 シ,又 「ギームザ」染色 ニ於 テハ核 ノ周 圍ニ少數 ノ嗜鹽基性顆 粒 ヲ現

ス.興 味 アルハ斯 カル細胞核 ニ シテ1-2箇 ノ分芽 ヲ示 スモノア リ,其 状釀 母菌 ノ分芽 ヲ見ルガ

如 シ.分 芽 ハ一 ツノ狹窄 部 ヲモチテ母核 ニ連 ナル モ又母核 ヨリ斷裂 セル分芽 ヲ見ル.斯 カル核

ヲ有 スル細胞 ハ手術後4日 以 後ニ於 テハ定型的 ノMegakaryozytenト 化 ス.

網 状織細胞 ノ増 殖 ニ伴 ヒ脾 樣組織 ハ漸次増大 ス.而 シテ其増殖 ハ乳斑 ノ存 スル部或 ハ之 ニ隣

接 セル部 ニ於 テ著明 ナ リ.即 チ脾 樣組 織 ヨ リハ幼若 ナル網状 内皮細胞 ガ放線状 ニ乳斑 組織中 ニ

多 數侵 入 シ,乳 斑 ヨリハ毛細 血管 ノ新 生 ア リテ脾樣組織中ニ侵入 ス.而 シテ兩組織 ノ間ニハ屡 々

滲濾性 出血 ア リテ附近 ニ少數 ノErythrophagie散 見 ス.

初 期 ニ於 テ脾組 織化 ヲ蒙 リタル乳斑 ハ完全 ニ脾樣組 織 ノ一部 ト化 シ,後 來之 ヲ脾 樣組織 ヨ リ

辨 別 シ得 ザルニ至 ルモ,既 ニ成立 セルSplenoideノ 發 育 ニ際 シ又 ハ之等 ノモノガ相 集 マ リテ

團 塊 ヲ形成 スル際之 ト癒 着 セル乳斑 ハ完 全 ナル脾組織化 ヲ蒙ル コ ト遲 シ.從 ツテ斯 カルSple

noideニ 於 テハ尚ホ乳斑組 織 ヲ辨 別 シ得ル コ ト多 シ.即 チ乳斑組織 ハ脂 肪細胞 ノ少數 ヲ有 シ,脾

樣 組織 ニ比 シテ比較 的太 キ血管 ニ富 ミ,淋 巴性 細胞 ニ乏 シク,組 織球性細胞 ニ富 ム.殊 ニ遊走

性 組織球 ニ於 テハ甚 ダ多量 ノ「ヘモ ジデ リン」色素 ヲ有 スル コ トヲ特徴 トナ ス.尚 ホ斯 カル乳斑

組 織 ノ存 スル部 ハ表面 ヨ リ陷 凹 シ血管 ノ出 入口ヲナ シSplenoideニ 對 シテ腺門 ヲ形成 セルモノ

ア リ.

脾 樣組織 ト大 網組織 トノ境 界ハ稍 々明瞭 ナルモ余等 ノ實驗 ニ於 テハ完全 ナル被膜 ノ形成 ヲ見

ル コ ト稀 ナ リキ,被 膜 ハ細 クシテ鬆粗 ナル結締織纎維 ヨ リ成 リ,内 ニ少數 ノ遊 走細胞 ヲ有 ス.

是 レ恐 ラクハSplenoideノ 増 殖 ニ ヨリ周圍 ノ大網組織 ガ壓縮 サレテ生ゼルモノナルべ シ.稀 ニ

稍 々厚 キ硝子樣 ノ結 締織 ヨ リナル被膜 ノ發 育 ヲ見ル コ トアル モ,部 分的ニ シテSplenoideノ 全
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周 ヲ圍繞 スルコ ト殆 ドナシ.斯 カル被膜 ヨリハ細 キ結締織梁材ガ實質中ニ侵入セルモノアルモ,

正常脾ニ於テ見ルガ如 キ脾材 ヲ形成セズ.

其他正常脾 ト異ナル所ハErythropoese竝 ニ骨髓細胞形成 ノ存 スルコトナ リ.周 知ノ如ク脾

臟 ハ胎生期 ニ於 テハ赤血球竝 ニ骨髓細胞 ヲ生産 シ骨髓性組織ノ性質 ヲ有 スルモノナルガ,胎 生

期後ニ於テハ淋巴性組織ノ性質ニ變ズルモノナ リ.從 ヒテ上記脾樣組織ニ於テハ胎生期ノ脾臟

組織 ノ性質 ヲ有 スルモノナルヲ知 ル.

TizzoniハSplenoideハ 「マル ピキー」氏小體 ヨリ發育 シ,規 則正シク胎生期ニ於ケル脾臟 ノ

發育階梯 ヲ經テ,遂 ニ成熟動物 ノ脾臟 ト同樣 ノ構造 ヲ呈スルニ至ルモノナ リト結論 セリ.サ レ

ド余等 ノ實驗ニ於テハ造血現象ハ手術後25日 乃至100日 ニ最モ強ク現ルルモ200日 ニ至ルモ

尚ホ該現象 ハ相當旺盛ナルヲ認メタリ.從 ヒテ何時 ニ至 ラバカカル脾樣組織ガ胎生期ノ脾組織

ノ性質ヲ失フニ至ルモノナル ヤハ將來研究 ヲ要 スベキモノナ リ.

要之脾樣組織成立當初 ノ細胞學的所見又其後 ニ於 ケル造血現象 ヨリ見テ,恐 ラク移植片中殘

存 セシ網状内皮細胞ハ,増 殖ニ際 シ胎生期 ニ於 ケルMesenchymzellenノ 性質ヲ現 シ,一 方網

状組織竝ニ靜脉竇ヲ形成 スルノミナラズ他方骨髓細胞及 ビ造赤血球細胞ヲ形成スルモノナルベ

シ.

尚 ホ注 意 スベキハ播種 サ レタル脾組織 ノ周圍 ニハ常 ニ著明 ナル滲濾性出血 ヲ起 スコ トナ リ.

本 出血ハ間モナク一定 ノ組織 間隙 ニ存 スル ニ至 リ,更 ニ時 日 ヲ經 テ網状組織 竝 ニ靜 脉竇 ノ形 成

サルルニ及 ベバ赤血球 ハ之等 ノ内 ニ収容 サルル ニ至ル.後 期 ニ於 テモ屡 々同樣 ノ出血 ヲ認 ム.

既 ニTizzoni, Kreuter, Eggers等 モ此 事實 ヲ認 メタ リ. Tizzoniハ 先 ヅ淋 巴濾胞 ガ血管 ノ周 圍

ニ發育 シ血管 ヲ壓迫 シ出血 ヲ起 シ,次 イデ出血 ノ刺戟 ニヨ リテ網状織細胞 ノ増殖,白 血球 ノ遊

出 ヲ起 シ脾 髓組 織 ノ構成 サルル モノナ リト説明 セ リ.又Eggersハ 先 ヅ大網血管周圍 ニ限局性

ノ網状織細 胞 ノ増殖 ア リ,次 イデ出血 ヲ起 シ之 ガ刺戟 トナ リテ脾樣組織 ノ形成 サル ルモノナ リ

ト論 ジタ リ(後 文參照).其 因果關係 ニ就 キテハ尚 ホ議論 ノ餘地存 スベキモ,脾 樣組織形成 ト滲

濾 性出血 トノ間 ニ密接 ナル關係 ノ存 スベ キハ想像 ニ難 カラズ.

(3)脾 臟 ノ有無 ガSplenoideノ 發 育ニ及 ボ ス影響竝 ニSplenoide

ハ脾臟 代償臟器 トシテノ意義 ヲ有 スルヤ否 ヤ

脾臟剔出ヲ施 シタル後,脾 組織 ノ自家移植 ヲ行 ヒタルモノ(即 チ實驗例)ト,脾 臟剔出ヲ施 サ

ズシテ脾組織ノ移植ヲ受ケタルモノ(即チ對照例)ト ニ就 キテSplenoideヲ 比較スルニ,組 織的

構造 ニ於テハ根本的ノ相違ヲ認 メズ,唯 發育ノ程度 ニ於テ比較的著明ナル相違 ヲ示 スノミ.

對照例ニ於テハ自家移植ナル ト否 トニ拘 ラズ大多數ニ於テSplenoideノ 發育ヲ見 タリ.但 實

驗例ニ比シテ發育不良ニシテ骨髓性巨大細胞及 ビ其他ノ骨髓細胞ニ乏 シク,反之多核性「エオジ

ン」嗜好細胞ニ富ム.又脾樣組織ハ一般ニ含血量 ニ乏ク靜脉竇 ノ發育不良ニシテHaematopoese
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又 著 シカラズ.從 ツテ肉眼的 ニ實驗動物 ノSplenoideハ 暗 赤色 ヲ呈 スルモ,對 照動物 ノ夫 レハ

褐赤色 ヲ呈 ス.而 シテ對照例 ノSplenoiaeハ 第3期 ニ於 テハ比較的速 ニ發 育停止 サ レ退行萎 縮

ニ陷 リ硝 子樣結締織 ノ索状物 ヲ現 シ,遂 ニ瘢痕物 ト化 ス.又 殘留 セル網状組織 ハ網眼 中ノ遊 離

細胞 ヲ失 フ コ トニヨ リテ粘液腫樣 ノ組織 ト變 ズ.斯 クノ如 クSplenoideノ 發 育旺盛 ナラザル ガ

故 ニ,大 網乳斑 ハ細胞成分 ヲ奪 ハルル コ ト實驗動物 ニ於 ケル ガ如 ク著明ナ ラズ,又 脾 樣組織 ヨ

リ連續的 ニ脾組織化ヲ蒙 ル コ ト少 ナ シ.從 ツテ乳斑 ノ發育 ハ實驗例 ニ於 ケル ガ如 ク阻害 サ レズ,

殊 ニ手術後30日 以後 ニ於 テハ乳斑 ノ發育甚 ダ可良ナ リ.

Faltin及 ビStubenrauchハSplenoideノ 成 因 ニ就 テ論 ジテ曰ク,腹 膜 ハ胎 生早期 ニ於 テハ

造 血臟 器 ノ形成 ニ預 ルMesenchymノ 一 部 ヲナスモノナ リ.而 シテ此機能 ハ胎生期後 ニ於 テモ

一程度迄保有 サ レ假 眠 ノ状態 ニア リ.然 ル ニ脾臟全剔出 ノ如 ク個體 ガ一時 ニ多量 ノ網状 内皮細

胞 ヲ奪ハルル時 ハ該潜在性機能 ノ發動 ヲ見,缺 損 セル脾 臟ノ代償 ヲ行 フモノナ リト.

Kreuterハ 猿 ニ於 テ脾 臟全剔出ヲ行 フノ ミニテハ何等新生物 ヲ證 明 シ得 ズ.然 ル ニ剔脾 後脾

髓 組織 ヲ腹 腔内 ニ播種 スル時 ハ腹膜 ノ至ル所 ニSplenoideノ 發 育 ヲ認 メタ リ.該Splenoideハ

脾 臟 ニ酷似 セル組織 的構造 ヲ有 シ,旺 盛 ナル増殖性 ヲ示 シ數 年 ニ亙 リテ觀察 スル モ退行萎縮 ノ

組織像 ヲ認 メ得 ザ リキ.之 ヲ以 テ同氏 ハ破裂 セル脾臟剔出後腹膜 ニ發生 スルSplenoideハ,脾

臟 ノ破裂 出血 ノ際脾髓組織 ガ腹膜 ニ播種 サ レテ生 ゼルモ ノニ シテ何等 代償 的ノ意義 ヲ有 セズ ト

主 張 セ リ.

Stubenrauchハ 更 ニKreuterノ 説 ヲ反駁 シテ曰ク, Kreuterノ 成 功 セル移植脾組織 ニ於 テハ

退行變性 ヲ全然認 メズ ト云 フモ,其 附圖 ヲ見 ルニ退行状 態ニ ア リト思 ハルル部分 ヲ認 メ得.然

ル ニ我 々 ノSplenoideニ 於 テハ全 ク退行變性 ヲ認 メズ,從 ヒテ彼等 ノ移植物 ト同 日ノ論 ニアラ

ズ ト.

Tizzoni, Griffini, Foa, Eggers等 ハ犬 ノ脾臟剔出後 ニSplenoideノ 發 育 ヲ認 メタ リ.就 中

Tizzoniハ 犬 ノ8例 ニ脾臟剔出 ヲ行 ヒ其 内2例(手 術後2及 ビ31/2箇月)ニ 於 テ60-80箇 ノSple

noideガ 主 トシテ大網 ニ發育 ルヲ認 メタ リ. Eggersハ 犬 ニ於 テ詳細 ナル研究 ヲ遂 ゲ,剔 脾動物

ニ脾組織 ノ播種 ヲ行 フ時 ニハSplenoideヲ 生 ズ.但 シ此 モノハ多少 ニ拘 ラズ退 行變性 ヲ示 シ,

或 者 ハ全 ク吸收 サルル コ トヲ確 認 セ リ.次 ニ犬 ノ脾臟 ヲ人工 的 ニ破裂 セシメタル後脾臟 剔出 ヲ

行 ヒタルニ,何 等脾樣 新生物 ノ發育 ヲ見ズ.更 ニ單 ニ脾臟 ノ全剔出 ヲ行 ヘル犬 ノ3例 中1例 ニ

於 テハ(手 術後153日)確 實 ニSplenoideノ 發育 ヲ認 メ,又 他 ノ1例 ニ於 テハ之 ニ疑 ハ シキ新

生物 ヲ認 メタ リ.本 新 生物 ハ組 纎的 ニFaltin竝 ニStubenrauchノ 云 フ所 ニ一致 シ退行變性 ヲ

認 メ得 ザ リキ.斯 カル所見 ニ基 キEggersハFaltin及 ビStubenrauchノ 説 ニ賛 シSplenoide

ハ剔 出 サ レタル脾臟 ノ代償臟器 ト見做 シ得ベ シ ト論 ジタ リ.

竹 下加吉及 ビ内野捨 一氏 モSplenoideハ 正 常脾 ト同樣 ノ機 能 ヲ營 ミツツアル コ トヲ實驗的 ニ

證 明 セリ.又 最 近Brandsburgモ 犬 ニ於 テ實驗 セシニ脾臟 ノ大部分 ガ保存 サルル時 ハ脾組纎 ノ
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播種ヲナスモ少 シモ増殖 ヲナサズ,壞 死 ニ陷 リ全ク吸收サルルヲ認 メタ リ.

余等 ノ實驗成績 ニ就キテ見ルニ(別 表參照)剔 脾動物 ト有脾動物 トノ間ニ於 ケルSplenoide

ノ發育状態ヲ比較 スルニ第1期(1-5日)ニ 於テハ殆 ド差異ヲ認 メズ,第2期 以後 ニ在 リテハ

兩者ノ差異甚ダ著明ナ リ.即 チ剔脾動物ニアリテハSplenoideノ 小ナルモノ(粟 粒大以下)35

箇,中 等大 ノモノ(粟 粒大乃至半米粒大)37箇,大 ナルモノ(半米粒大以上)30箇 ニ對 シテ有脾

動物ニ於テハ小ナルモノ26箇,中 等大 ノモノ14箇,大 ナルモノ6箇 ノ割合ニ發育セリ.加 之

既 ニ述ベタルガ如ク組織的所見ニ於テモ甚ダシキ相違 アリ,又 鐵反應 ヲ檢 スルモ表示 セルガ如

ク手術後40日 以後 ニ於テハ兩者ノ間 ニ稍々著明ナル相違ヲ現 ス.從 ヒテ兩者ノ間ニハ單ニ發育

状態ニ著 シキ相違ノ存スルノミナラズ,又 機能的ニモ大 ナル逕庭ヲ示スモノナリ.更 ニ特筆ス

ベキハ前囘ノ濱崎及 ビ早川 ノ行ヘル單ナル脾臟剔出ノ際 ニハ實驗動物ノ死亡率ハ約46 .7%(文

獻 ニ現 レタル平均死亡率ハ約49.0%)ニ 達ス.然 ルニ今囘ノ實驗 ノ如ク脾臟剔出後脾 組織ノ播

種 ヲ行フ時ハ死亡率ハ約8.3%ニ 激減ス.此 一事實ハ特ニ注目スベキモノニシテ,播 種サレタ

ル少許ノ脾組織或ハ之 ヨリ發育セルSplenoideハ 剔脾動物ノ生命ヲ保證 スルモノ ト云ハザル可

ラズ.

Splenoideヲ 單 ナル移植 物 ト見做 シ,之 ニ代償的意義 ヲ全 ク認 メザルKreuter, Oltmann, Lee

ノ諸 氏 ハ本實驗成績 ヲ如何 ニ説明 セン トスルヤ. Splenoideノ 脾 臟 機能代償 ヲ以 テナ スノ外,

説 明 ノ道 ナカルベ シ.

Splenoideガ 脾 臟代償臟器 トシテ特 發 スルモ ノナ ルヤ否 ヤハ尚ホ議論 ノ餘地 ノ存 スべ キモ,

既 ニ成立 セルSplenoideガ 脾 臟 機能 ヲ代償 シツツアルハ疑 ヒノ餘地 ナキモ ノ ト信 ズ.即 チ剔脾

動 物ニ於 テハ殘存 セル全身 ノ網状 内皮細胞 ガ協カ シテ剔出サ レタル脾臟 ノ同種細胞 ノ機能 ヲ代

償 セ ン ト努力 スルモ,尚 ホカ及 バズ シテ實驗例 ノ約 半數 ハ死亡 スル ガ如 キ危急存亡 ノ秋 ニア リ.

斯 カル際偶 々發生 セル脾 樣組 織ハ該個 體 ニ トリテ甚 ダ望 マシキ組織 ナル ガ故ニ將來著 明ナル發

育 ヲ遂 グル モノナル ベ シ.有 脾動物 ニア リテハ反之過剰 ノ脾臟 類似ノ組織 ヲ必要 トセズ,從 ヒ

テSplenoideノ 發 育ハ剔脾動物 ニ比 シテ甚 ダ微弱 ニ止 マルモノ ト想 像 セラル.

(4)脾 臟 組織 ノ播 種 ヲ受 クル コ トナ ラ シテ腹 膜 ヨ リ

Splenoideノ 發 生 スル コ トア リヤ

曩 ニ濱崎 及 ビ早川 ハ白鼠 ノ脾臟 ヲ剔 出 シ大網乳斑 ノ變化 ヲ檢 セ リ.其 際 乳斑 ニ於 テハ網状 織

細 胞及 ビ格子状纎維 ノ増加,毛 細 血管 ノ擴張,特 異ナル淋 巴細胞 集團 等ノ出現 ア リテ甚 ダ脾 臟

組織 ニ類 似 ノ組織 像ヲ示 シ又Haemosiderinノ 甚 ダ著 明 ナル増加 ア リ.然 レドモ總 テノ場 合ニ

於 テMegakaryozytenヲ 認 メザ リキ,從 ヒテ之 ヲ從 來肝臟 等 ニ認 メラ レタル剔脾 反應 組織 ニ屬

スべ キモノ トナ シ,脾 樣組織 ト見做 サザ リキ.又 乳斑 小一般 ニ肥大 シ,表 面 ハ乳 嘴状 ニ増 殖 セ

ル モ ノア リ.サ レ ド未 ダ半米 粒大 ニ達 スル モノヲ認 メズ,又 常 ニ乳白色 ヲ呈 シSplenoideノ 如
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ク 暗 赤色 ヲ呈 スル モノナ シ.

今 囘 ノ余等 ノ實驗 ニ於 テSplenoideノ 發 育 ニ際 シ,乳 斑 ガ重大 ナル任務 ヲ有 スル コ トハ既 ニ

述 ベ タル ガ如 シ.而 シテ連續 切片 ニ於 テ何處 ニモMilzkeim,其 他 異物 ヲ認 メザル ニ乳 斑 ノ脾 組

織 化 ノ旺盛 ナル モノヲ認 メタ リ(第3型).即 チ乳斑 組織 中ニ於 テ稍 々境 界 ノ著明 ナル細胞層 ヲ

形 成 シ,往 々表 面 ニ膨隆 ヲ認 ムル モノア リ,或 ハ乳斑 ハ平等 ニ網 状織 細胞 ヲ増加 シ所 々骨髓性

細 胞 ノ散在或 ハ群在 スルヲ見 ル,又 往 々Haematopoeseノ 存 スルハ注意 スベ キコ トナ リ.

上 記 ノ如 キ乳斑 ニ於 ケル脾 組織化 ヲ單 ニ,顯 微鏡的 ニ證 明 シ難 キ小Milzkeimノ 達 シタル場

合,或 ハ斯 カルMilzkeimガ 速 ニ崩壞雲滅 ニ期 セシ場合 ノ ミト解 スベ キヤ,余 等 ハ斯 カル見解 ノ

外 ニ,脾 組織 ノ播 種 ト共 ニ無形 ノ刺戟物質 ガ遊 離サ レ,乳 斑 ニ作用 シテ脾 組織 化ヲ起 ス場合 モ之

アルベ シ ト想像 セン トス.何 トナ レバ既 ニ述ベ タル ガ如 ク第1及 ビ第2型 ニヨル脾樣 組織成立

ニ際 シテハ, Megakaryozytenハ 脾 組織 ニ由來 セル幼若 ナル網状内皮細 胞 ヨ リ形成 サルル モ,

第3型 ニ於 テハ乳斑 ノ組 織球 ヨ リMegakaryozytenノ 形 成 サルル ヲ見ル.即 チ組 織球 ノ或者 ハ

其 核 ガ著 明ナルHyperchromatoseヲ 起 シ正常大 ノ約4倍 ニ達 スルモ ノア リテ,巨 大 ナル核 分

裂 像 ヲ現 シ多核 性 ノ組織 球 ヲ生 ジ遂 ニMegakaryozytenニ 移 行 スル ヲ認 ム.

Faltin, Stubenrauchハ 脾 臟剔出 ニ際 シ全 ク脾 組織 ノ播種 ナクシテ代償的 ニ腹膜 ヨ リSple

noideノ 發 生 シ得ぺ キヲ主張 シ, Tizzoni, Griffini, Toa, Eggers等 ハ犬 ノ脾臟剔出 ニヨ リテ之

ヲ實驗的 ニ證明 シ得 タ リト云 フ.

Tizzoniニ ヨル ニ脾 樣組織 ハ大網 ニ於 テ血管 ノ周 圍及 ビ其經過 ニ沿 ヒテ白血球 ノ遊 出及 ビ其

部 ノ網状織細胞 ガ増殖 ヲ起 シ淋巴濾胞 トシテ發 育 スル ト云フ.本 記 載 ヲ見ルニ其發生部位 ハ大

網 乳斑 ノ部位 ニ相當 スルコ ト明 カニ シテ之 ハ既 ニEggersモ 亦 指摘 セル トコロナ リ.然 レ ドモ

EggersハTizzoniノ 云 フ所 ノ脾 樣組織 ハ果 シテ全部 ガ眞 ノ脾 樣組織 ナル ヤ甚 ダ疑 ハ シク,恐

ラク其 一部 ハ乳斑夫 レ自身 ノ肥大 セルモノナルベ シ ト論 ゼ リ.余 等 ハTizzoniノ 云 フ淋巴濾胞

トハ濱崎 ノ濾胞性 乳斑 ナルベ キヲ思 フ.又Tizzoniハ 脾 樣組織 中ニ “Cellules avec noyau en

 gemmation” ノ現 ルルヲ記載 セ リ.是 レ余等 ガ實驗 ニ於 テ認 メタル幼 若ナル網状内 皮細胞 ニシ

テ,核 ノ分芽現 象 ヲ現 スMegakaryozytenノ 前階級 ニ相 當スルモノ ニアラザルヤ.

EggersハTizzoniノ 説(總 括 ノ2參 照)ヲ 修 正 シ,脾 臟 剔出後 ニ認 メタル脾 樣組織 ノ發生機

轉 ヲ次 ノ如 ク論述 セリ.即 チ脾臟 剔出後 先ヅ大 網 ニ於 テ,殊 ニ血 管 ノ周圍 ニ網状織細 胞 ノ増殖

ヲ起 シ次 イデ斯 カル細胞間 ニ出血 ヲ惹起 ス.此 出血 ガ刺戟 トナ リテ結 締織 ノ増殖 ヲ起 シ一方結

締織 性被膜 ヲ形成 シ,他 方血管 ヲ伴 フ結締織 性梁 材ヲ生 ジ,更 ニ細胞 増殖 ヲ起 シ淋巴腺樣組 織

ノ構成 サルルニ至 ルモノナ リ.斯 カル機轉 ノ反覆 サルル コ トニヨリ遂 ニ臟 器樣 ノ形態 ヲ現 シ,

 Splenoideノ 形 成 ヲ見ルニ至 ルモノナ リト云 フ.

Eggersノ 記 セル 「血管周圍 ノ網状 織」ナルモノハ余等 ノ見解 ヲ以 テ セバ疑 ヒモナク外膜性

乳斑 ヲ指 示 セルモ ノナ リ.同 氏 ハ剔脾 犬 ノ大網乳斑 ガ増大 シ赤色 ヲ呈 セルモノヲ屡 々認 メタ リ.
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斯 カルモアニ在テハ乳斑組織ハ血液 ニ富 ミ血管 ノ擴張 アリテ脾組織ニ甚ダ類似スルモ,異 物及

ビ異物性巨大細胞 ヲ認 メタルニヨリ,乳 斑ガ單ニ異物 ニ對 スル反應 ヲ營 ミタルニ過ギズ.殊 ニ

縫合絲 ニ腸線 ヲ用ユル時ハ血液ニ富ム肉芽組織ノ生ズルヲ認 メ,之 ヲCatgut grannrationト

稱シ脾樣組織 ヨリ區別 セリ.然 レ ドモEggersノ 云 フ肥大 セル赤色 ノ乳斑 ハ縦令異物 ヲ有 セ リ

ト雖,其 一 部ハ 恐 ラク眞 ノ脾組織 化 ヲ呈 セル モノナルべ シ.何 トナ レバ腹腔 内 ノ異物 ハ好 ンデ

乳 斑 ニ沈着 スル傾向 ヲ有 ス レバナ リ.

余 等 ハ乳斑 ガ健康時 ニ於 テ既 ニ脾臟 ニ類 似 セル組織 的構造 ヲ有 シ,脾 臟機 能 ノ一部(鐵 新陳

代謝)ヲ 營 ミ,又 脾臟剔 出ニ際 シ著 明ナル組 織的竝 ニ機能的代償 ヲ營 ムコ ト竝 ニ剔脾 動物 ニ脾

組 織 ノ播種 ヲ行 フ時 ハ主 トシテ乳斑 ノ存 スル部位 ニ於 テSplenoideノ 發 育 ヲ見 ルコ ト,更 ニ斯

カル場 合顯 微鏡的 ニMilzkeimノ 存 在 ヲ證 明 シ得 ザル乳 斑 ニ於 テモ脾組 織化 ノ認 メラルル コ ト

及 ビ上記Tizzoni及 ビEggersノ 實 驗 ヲ參照 シ,茲 ニFaltin, Stubenrauch, Eggersノ 諸氏 ト

共 ニ,脾 臟剔出後 ニ脾組織 ノ播種 ヲ受 クル コ トナク腹膜 ヨリSplenoideノ 發 生 スル場 合 アルベ

キヲ許容 セン トス.然 レ ドモ上記 諸氏 ノ云 フガ如 ク一般 腹膜 組織 ヲSplenoideノ 母 組織 ト見做

スニ アラズ シテ乳斑(大 網 以外腸 間膜,横 隔膜,其 他 ニ存 スル モノヲモ含 ム)ヲ 之 ガ母組織 ト認

ムル モノナ リ.

結 論

1.乳 斑 ハ脾組織 ニ對 シテ甚 ダ可 良ナル移植地 タ リ,就 中外膜 性乳斑 ニ於 テ然 リ,

2.移 植 地 トナ リタル乳斑 ハ將 來全クSplenoideノ 一 部 ト化 ス.

3. Splenoideハ 大網,就 中胃大彎附近,腸 間膜,横 隔膜等 ノ順位 ニ好 發 ス.是 レ恐 ラクハ

腹膜 ニ於 ケル乳斑 ノ分布密度 ニ關 スルモ ノナルべ シ.

4. Splenoideノ 發 育可良 ナル例 ニ於 テ ハ一般 ノ乳斑 ハ萎縮 ニ陷 ル.

5.脾 樣 組 織ハ播 種サ レタル脾組織 ノ網状 内皮細胞 ヨ リ新生 サル.

6.脾 樣 組織 ハ胎 生期脾臟組織 ノ性状 ヲ有 ス.

7. Splenoideノ 發 育竝 ニ其鐵色 素含量 ハ剔脾動物 ニ於 テ著明 ニ シテ,有 脾動物 ニ於 テハ微

弱 ナ リ.

8. Splenoideハ 單 ナル移植 物 ニアラズ シテ,脾 臟代償臟器 トシテ ノ意義 ヲ有 ス.

9.剔 脾 動物 ニ於 テハ脾組織 ノ播種 ヲ受 クル コ トナク シテ腹膜 ヨ リSplenoideノ 發 生 スル コ

トアルベ ク其母組 織 ハ乳斑 ナルベ シ.

10.老 獸 ニ於 テ剔脾動物大網 内脾組織 自家移植 ノ實驗 ヲ行 フニSplenoideノ 發 育不 良 ニシテ

其 死 亡率甚 ダ高 シ.　 (3. 3. 22.受 稿)
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附 圖 説 明

第1圖　 51號 動物,手 術後2日

大網 ニ播種サレタル脾組織網状内皮細胞 ノ増殖

著明,中 央ニ幼若ナル「メガカリオチ ート」ヲ見

ル,某 核ハ分芽 ヲ有ス

(a)増 殖セル網状内皮細胞ノ管腔形成

第2圖　 25號 動物,手 術後4日

大網乳斑(a)ニ 移植サ レタル脾組織末(b)

第3圖　 26號 動物,手 術後5日
Milzkeimヲ 認 メザル乳斑 ノ脾組織化

(a)乳 斑網状織細胞ノ増殖

(b)幼 若ナル「メガカリオチート」

第4圖　 28號 動物,手 術後6日

Milzkeimヲ 認 メザル乳斑ノ脾組織化

中央部ニ3箇 ノ「メガカリオチーテ ン」ア リ,一

般ニ淋巴性細胞 ノ増殖甚ダ著明

第5圖　 20號 動 物,手 術 後40日

Splenoideニ 癒 着 セ ル 乳斑,其 連 結 部(a)ヨ リ脾

組 織 化 ヲ受 ク

第6圖　 13號 動 物,手 術 後90日

Splenoideト 癒 合 シ,ソ ノHilusヲ 形 成 セ ル乳 斑

(a),乳 斑 組 織 ハ多 數 ノ脂 肪 細 胞,太 キ血 管,多

量 ノ血色 素 ヲ有 スル組 織 球(b)ヲ 有 ス ル コ トニ

依 リ脾樣 組 織 ヨ リ區 別 シ得

第7圖　 16號 動物,手 術 後60日

發 育 可良 ナ ル脾 樣組 織 ヲ示 ス

(a)脾 樣組 織　 (b)被 膜　 (c)淋 巴細 胞 層

第8圖　 21號 動 物,手 術 後80日

Berlinerblaureaktion. Haemosiderinpigmentハ

Splenoide(a)中 ヨ リモ,之 ニ接 ス ル大 網 組 織(b)

中 ニ多 量 ニ存 ス
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Kurze Inhaltsangabe.

Ueber die Beziehungen zwischen den auf dem Omentum 

auftretenden sog. Splenoiden und Milchflecken.

Von A. O. Prof. Dr. Y. Hamazaki und Dr. G. Aibara.

(Aus dem pathologischen Institud der Universitat Okayama).

Eingegangen am. 22. Marz 1928.

Soweit uns bekaunt, ist merkwurdigerweise von den Autoren, welche uber die nach 

der Entmilzung auf dem Omentum auftretenden sog. Splenoide Untersuchungen 

angestellt haben, vollig vernachlassigt, danach zu forschen welcher Beziehung die 

beiden Gebilde zueinander stehen. Um dieser Frage willen haben wir das Milzgewebe 

auf die Oberflache des grossen Netzes der entmilzten Ratten autotransplantiert und

 experimentell die sag. Splenoide erzeugt und sie unter besonderer Berucksichtigung 

der Milchflecke genau untersucht. Aus den Resultaten wollen wir besonders die folgenden 

vier Punkte heraus heben:

1. Die Beziehung zwischen der Entwickelung der Splenoide und den Milchflecken.

Die Lokalisationsverhaltnisse der Anheilung des ausgesaten Milzgewebes und der 

Milchflecke konnten wir nach folgenden drei Fallen unterscheiden.

1) Die Anheilung des Milzkeimes an eine Milchflecke zeigende Stelle.

2) Die Anheilung des Milzkeimes an einen isolierten Milchflecke.

3) Die Anheilung des Milzkeimes an eine von Milchflecken freie Stelle.

Die Entwicklung der Splenoide ist am besten beim ersten und am schlechtesten beim 

dritten Fall. Die Milchflecke, welche keine Anheilung des Milzkeimes gehabt haben, 

werden immer mehr atrophisch, indem die histiocytaren Zellen allmahlich von da aus

wandern und sich um die gebildeten Splenoide ansammeln.

Obwohl bereits von vielen angenommen wurde, dass die Splenoide sicb vorwiegend 

am grossen Netz entwickeln, so sind die diesbezugliche Erklarungen doch noch nicht 

ausreichend. Schon in fruheren Untersuchungen konnte Hamazaki feststellen, dass die 

Milchflecke nach Splenektiomie histologisch und biologisch einen milzartigen Charakter 

aufwiesen, und diesmal erkannten wir die oben erwahnten innigen Beziehungen zwischen 

der Entwicklung der Splenoide und den Milchflecken. Wir wollen demgemass betonen, 

dass, da die Milchflecke sich am reichlichsten am grossen Netze befinden, so die Splenoide, 

welche hauptsachlich nichts anders als angeheilte Milzkeime sind, auch am haufigsten 

darauf zu finden sind. Wie schon von Faltin und Stubenrauch bemerkt worden ist, 

entwickeln sich die Splenoide am besten auf dem Omentum, vor allem an dem Milzstiel,
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weniger an der grossen kurvatur, dann am Mesenterium und zuletzt am Diaphragma.
 Die genannten Autoren wollen diese Tatsache als atavistische Erscheinung erklaren, weil 

gerade die Reihenfolge in der Haufigkeit des Splenoidenvorkommens mit dem phyloge 
netischen Verhaltnissen des Milzgewebes ubereinstimmt. Nach unserer Meinung aber 

ist es ganz einfach dadurch zu erklaren, dass man die Dichtigkeit der Milchflecke an 
den einzelnen Korperteilen und die leichtere Anheilbarkeit des Milzkeimes an die Milch
flecke berucksichtigt.

2. Entwicklungsmechanismus der Splenoide.
Nach der herrschenden Ansicht (Tizzoni u. Kreuter) entwickeln sich die Splenoide 

aus den Malpighischen korperchen der Milz. An unserem Versuche bemerkt man, dass 
ber grosste Teil der ausgesaten Milzkeime schon 24 Stunden nach der Transplantation 
nekrotisiert und nur wenige Retikuloendothelien am leben bleiben. Durch die Wuche
rung und Differenzierung dieser Retikuloendothelien werden dann alle Zellbestandteile 
der Splenoide neu ausgebildet. Die Zellwucherung geht sehr lebhaft in der Naohbar
schaft der Milchflecke vor sich und die Splenisation wird nach einigen Tagen vervollstan
digt.

3. Einfluss der Existenz der Milz auf das Wachstum der Splenoide.

Das Splenoidenwachstum geht bei dem entmilzten Tiere nicht nur makroskopisch, 

sondern auch mikroskopisch viel lebhafter vor sich als bei dem nicht splenektomierten. 

Es zeigt sich auch in der Eisenreaktion ein ziemlich deutlicher Unterschied zwischen 

beiden Splenoiden; man sieht sie im ersteren Falle starker als im letzteren. Somit 

wollen wir der Splenoide eine gewisse Bedeutung zusprechen, wahrend Kreuter und Lee 

sie nur fur ein einfaches Transplantat halten wollen.

4. Konnen die Splenoide sich ohne Milzkeim-aussaat von dem Peritoneum ent

wickeln?

Im letzten Jahre konnten Hamazaki und Hayakawa feststellen, dass die Milchflecke 

der entmilzten Ratten hypertrophieren und dem Milzgewebe sebr ahneln, aber keine 

Megakaryozyten sich darin finden lassen. Bei unserem Versuche tritt die Splenisation 

nicht nur an den Milchflecken, an welchen Milzkeime angeheilt wurden, durch Wuche

rung des Milzgewebes auf, sondern auch oft an den einfachen d. h. Milzkeim freien 

durch selbststandige Zellvermehrung. Tizzoni hat mitgeteilt, dass man in erster Linie am 

grossen Netze die Hyperplasie von Lymphfollikeln um Gefasse findet. Ferner tritt nach 
Eggers nach der Splenektomie eine Vermehrung der Retikulumzellen um die Gefasse 

herum ein und stellt schliesslich die milzahnlichen Gebilde dar. Die Gebilde beider 

Autoren sind nach meiner Meinung eigentlich nichts anderes als einerseits follikulare, 

andereseits adventielle Milchflecke nach Hamazaki. Aus den fruheren histologisehen 

und biologischen Untersuchungen, den diesmaligen Ergebnissen und der Berucksich
tigung der Beschreibung von Tizzoni und Eggers wollen wir entgegen der Behauptung 

von Kreuter u. a. annehmen, dass die Splenoide nach der Entmilzung auch ohne Anheil

ung des Milzkeimes auf dem Peritoneal gewebe auftreten konnen; docb ist unsere 

Ansicht von der Faltins und Stubenrauchs insoweit verschieden, als sie das Peritoneum 

selbst, wir dagegen die praeformierten Milchflecke als die Matrix der Splenoidean 
sehen.
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